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(57)【要約】
【課題】ドラッグによる操作入力を行ううえで、従来と
比して一段と操作性を向上させる。
【解決手段】制御部３が、操作部２を介して所定の値を
変化させる操作であるドラッグが行われると、ドラッグ
された分、当該値を変化させるのか、又はドラッグに応
じて当該値の変化速度を設定して当該変化速度で当該値
を変化させ続けるのかを、ドラッグの始点に対する終点
の位置に応じて切り換えるようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部と、
　操作部を介して所定の値を変化させる操作であるドラッグが行われると、ドラッグされ
た分、当該値を変化させるのか、又はドラッグに応じて当該値の変化速度を設定して当該
変化速度で当該値を変化させ続けるのかを、ドラッグの始点に対する終点の位置に応じて
切り換える制御部と
　を具える情報処理装置。
【請求項２】
　上記制御部は、
　ドラッグの終点が始点から所定の範囲内であるときは、ドラッグされた分上記値を変化
させ、ドラッグの終点が当該所定の範囲外に出たときは、ドラッグに応じて上記値の変化
速度を設定して当該変化速度で当該値を変化させ続けるように切り換える
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　上記制御部は、
　上記ドラッグとして所定のパラメータを増減させる操作であるドラッグが行われると、
ドラッグの終点が始点から所定の範囲内であるときは、ドラッグされた分当該パラメータ
を増減させ、ドラッグの終点が当該所定の範囲外に出たときは、ドラッグに応じて当該パ
ラメータの増減速度を設定して当該増減速度で当該パラメータを増減させ続けるように切
り換える
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　上記制御部は、
　上記ドラッグとしてコンテンツの再生位置を移動させる操作であるドラッグが行われる
と、ドラッグの終点が始点から所定の範囲内であるときは、ドラッグされた分当該再生位
置を移動させ、ドラッグの終点が当該所定の範囲外に出たときは、ドラッグに応じて当該
再生位置の移動速度を設定して当該移動速度で当該再生位置を移動させ続けるように切り
換える
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　上記制御部は、
　上記ドラッグとして表示部に表示された表示物の表示位置を移動させる操作であるドラ
ッグが行われると、ドラッグの終点が始点から所定の範囲内であるときは、ドラッグされ
た分当該表示位置を移動させ、ドラッグの終点が当該所定の範囲外に出たときは、ドラッ
グに応じて当該表示位置の移動速度を設定して当該移動速度で当該表示位置を移動させ続
けるように切り換える
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　上記制御部は、
　ドラッグされた分上記値を変化させていた後、ドラッグに応じて上記値の変化速度を設
定して当該変化速度で上記値を変化させ続けるよう切り換えたときには、切り換える直前
の上記値から当該変化速度で上記値を変化させ続けるようにし、
　ドラッグに応じて上記値の変化速度を設定して当該変化速度で上記値を変化させ続けて
いた後、ドラッグされた分上記値を変化させるよう切り換えたときには、切り換える直前
の上記値からドラッグされた分上記値を変化させるようにする
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　上記制御部は、
　上記ドラッグに応じて上記ドラッグの始点と終点とを結ぶカーソルを表示部に表示させ
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る
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　上記制御部は、
　上記カーソルの近傍に、上記所定の範囲を示す情報を表示部に表示させる
　請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　上記制御部は、
　上記ドラッグに応じて上記値の変化速度を設定する際、上記ドラッグの始点側となる上
記カーソルの一端部から上記ドラッグの終点側となる上記カーソルの他端部への方向を上
記カーソルの向きとし、当該カーソルの向きと長さに応じて上記値の変化速度を設定する
　請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　操作部を介して所定の値を変化させる操作であるドラッグが行われると、ドラッグされ
た分、当該値を変化させるのか、又はドラッグに応じて当該値の変化速度を設定して当該
変化速度で当該値を変化させ続けるのかを、ドラッグの始点に対する終点の位置に応じて
切り換える
　情報処理方法。
【請求項１１】
　情報処理装置に対し、
　操作部を介して所定の値を変化させる操作であるドラッグが行われると、ドラッグされ
た分、当該値を変化させるのか、又はドラッグに応じて当該値の変化速度を設定して当該
変化速度で当該値を変化させ続けるのかを、ドラッグの始点に対する終点の位置に応じて
切り換えるステップ
　を実行させるための情報処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、情報処理方法及び情報処理プログラムに関し、例えば、直感
的な操作であるドラッグによる操作入力が可能な情報処理装置に適用して好適なものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　昨今、種々の操作デバイスを有する情報処理装置が広く普及している。例えば、タッチ
スクリーンを有する情報処理装置では、画面に対するタッチ操作（タッチ（触る）、タッ
プ（触って離す）、ドラッグ（なぞる）、フリック（はらう）など）により、直感的な操
作が可能となっている。
【０００３】
　このような情報処理装置としては、例えば、画面をドラッグすることに応じて、画面に
表示させた地図の縮尺を変更するようにしたナビゲーション装置が提案されている（例え
ば特許文献１参照）。
【０００４】
　また、このナビゲーション装置に限らず、画面をドラッグすることに応じて、画面に表
示させた画像を拡大／縮小（ズームイン／ズームアウト）するようにした情報処理装置は
広く知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－３２８０４０公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上述したような情報処理装置では、ドラッグした分だけ、ズーム率を大きく
したり小さくしたりできるので、ズーム率を容易に調整することができる。
【０００７】
　その反面、１回のドラッグで調整できる範囲が限られてしまうことから、例えば、画面
の端から端までドラッグしても所望のズーム率に達しなかった場合、所望のズーム率にな
るまでドラッグを繰り返さなければならない。
【０００８】
　ここで、ドラッグに対するズーム率の変化量を大きくしておけば、１回のドラッグで調
整できる範囲が大きくなる。しかしながら、こうすると、ズーム率が一気に変化すること
になるので、所望のズーム率に調整することが難しくなり、結局のところドラッグを繰り
返さなければならなかった。
【０００９】
　このように、従来の情報処理装置では、場合によって、何度もドラッグを繰り返す必要
があり、必ずしも、操作性が良いとは言えなかった。
【００１０】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、ドラッグによる操作入力を行ううえで、
従来と比して一段と操作性を向上させた情報処理装置、情報処理方法及び情報処理プログ
ラムを提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　かかる課題を解決するため本発明においては、操作部と、操作部を介して所定の値を変
化させる操作であるドラッグが行われると、ドラッグされた分、当該値を変化させるのか
、又はドラッグに応じて当該値の変化速度を設定して当該変化速度で当該値を変化させ続
けるのかを、ドラッグの始点に対する終点の位置に応じて切り換える制御部とを設けるよ
うにした。
【００１２】
　ここで、ドラッグされた分、値を変化させるようにすれば、値を容易に調整できる。ま
た一方で、ドラッグに応じて値の変化速度を設定して値を変化させ続けるようにすれば、
１回のドラッグで値の調整範囲を限定することなく、値を調整できる。
【００１３】
　そして、ドラッグされた分、値を変化させるのか、ドラッグに応じて値の変化速度を設
定して値を変化させ続けるのかを、ドラッグの始点に対する終点の位置に応じて切り換え
るようにしたことにより、例えば、ドラッグの終点が始点から所定の範囲内にあるときに
は、ドラッグした分、値を変化させるようにして、終点がこの範囲外に出たときには、ド
ラッグに応じて値の変化速度を設定して値を変化させ続けるようなことができる。
【００１４】
　これにより、１回のドラッグで、値の調整範囲を限定することなく、容易に値を調整す
ることができる。すなわち、何度もドラッグを行うことなく、容易に値を所望の値に調整
することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、何度もドラッグを行うことなく、容易に値を所望の値に調整すること
ができ、かくして、ドラッグによる操作入力を行ううえで、従来と比して一段と操作性を
向上させた情報処理装置、情報処理方法及び情報処理プログラムを実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施の形態の概要となる情報処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図２】携帯端末の外観構成を示す略線図である。
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【図３】携帯端末のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図４】モチカーソルの表示の説明にともなう略線図である。
【図５】モチカーソルの形状の説明にともなう略線図である。
【図６】再生速度の制御（１）の説明にともなう略線図である。
【図７】再生速度の制御（２）の説明にともなう略線図である。
【図８】再生速度の制御（３）の説明にともなう略線図である。
【図９】編集モードのときの再生速度の制御の説明にともなう略線図である。
【図１０】スクロール速度の制御の説明にともなう略線図である。
【図１１】パラメータの調整速度の制御の説明にともなう略線図である。
【図１２】動画像再生画面の構成を示す略線図である。
【図１３】動画像再生アプリでのモチカーソルによる操作入力例（１）の説明にともなう
略線図である。
【図１４】動画像再生アプリでのモチカーソルによる操作入力例（２）の説明にともなう
略線図である。
【図１５】トラック選択画面の構成を示す略線図である。
【図１６】楽曲再生アプリでのモチカーソルによる操作入力例の説明にともなう略線図で
ある。
【図１７】静止画像再生画面の構成を示す略線図である。
【図１８】静止画像再生アプリでのモチカーソルによる操作入力例（１）の説明にともな
う略線図である。
【図１９】静止画像再生アプリでのモチカーソルによる操作入力例（２）の説明にともな
う略線図である。
【図２０】操作入力処理手順（１）を示すフローチャートである。
【図２１】操作入力処理手順（２）を示すフローチャートである。
【図２２】操作入力処理手順（３）を示すフローチャートである。
【図２３】操作入力処理手順（４）を示すフローチャートである。
【図２４】操作入力処理手順（５）を示すフローチャートである。
【図２５】地図画面の構成を示す略線図である。
【図２６】地図表示アプリでのモチカーソルによる操作入力例の説明にともなう略線図で
ある。
【図２７】他の実施の形態における静止画像再生アプリでのモチカーソルによる操作入力
例（１）の説明にともなう略線図である。
【図２８】他の実施の形態における静止画像再生アプリでのモチカーソルによる操作入力
例（２）の説明にともなう略線図である。
【図２９】他の実施の形態における地図表示アプリでのモチカーソルによる操作入力例（
１）の説明にともなう略線図である。
【図３０】他の実施の形態における地図表示アプリでのモチカーソルによる操作入力例（
２）の説明にともなう略線図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、発明を実施するための最良の形態（以下実施の形態とする）について説明する。
尚、説明は以下の順序で行う。
　１．実施の形態の概要
　２．第１の実施の形態
　３．第２の実施の形態
　４．他の実施の形態
【００１８】
＜１．実施の形態の概要＞
　まず、実施の形態の概要を説明する。因みに、この概要を説明した後、第１の実施の形
態、第２の実施の形態、他の実施の形態の説明に移る。
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【００１９】
　図１において１は、情報処理装置を示す。この情報処理装置１には、操作部２が設けら
れている。またこの情報処理装置１には、操作部２を介して所定の値を変化させる操作で
あるドラッグが行われると、ドラッグされた分、値を変化させるのか、又はドラッグに応
じて値の変化速度を設定して当該変化速度で値を変化させ続けるのかを、ドラッグの始点
に対する終点の位置に応じて切り換える制御部３が設けられている。
【００２０】
　こうすることで、ドラッグされた分、値を変化させるようにすれば、値を容易に調整で
きる。また一方で、ドラッグに応じて値の変化速度を設定して値を変化させ続けるように
すれば、１回のドラッグで値の調整範囲を限定することなく、値を調整できる。
【００２１】
　そして、ドラッグされた分、値を変化させるのか、ドラッグに応じて値の変化速度を設
定して値を変化させ続けるのかを、ドラッグの始点に対する終点の位置に応じて切り換え
ることにより、例えば、ドラッグの終点が始点から所定の範囲内にあるときには、ドラッ
グした分、値を変化させるようにして、終点がこの範囲外に出たときには、ドラッグに応
じて値の変化速度を設定して値を変化させ続けるようなことができる。
【００２２】
　これにより、１回のドラッグで、値の調整範囲を限定することなく、容易に値を調整す
ることができる。すなわち、何度もドラッグを行うことなく、容易に値を所望の値に調整
することができる。
【００２３】
　尚、制御部３が、ドラッグの終点が始点から所定の範囲内であるときはドラッグされた
分値を変化させ、ドラッグの終点が所定の範囲外に出たときはドラッグに応じて値の変化
速度を設定して当該変化速度で値を変化させ続けるように切り換えるようにしてもよい。
【００２４】
　具体的に制御部３が、所定のパラメータを増減させる操作であるドラッグが行われると
、ドラッグの終点が始点から所定の範囲内であるときは、ドラッグされた分パラメータを
増減させる。一方、ドラッグの終点が所定の範囲外に出たときは、ドラッグに応じてパラ
メータの増減速度を設定して当該増減速度でパラメータを増減させ続けるように切り換え
るようにしてもよい。
【００２５】
　また制御部３が、ドラッグとしてコンテンツの再生位置を移動させる操作であるドラッ
グが行われると、ドラッグの終点が始点から所定の範囲内であるときは、ドラッグされた
分再生位置を移動させる。一方、ドラッグの終点が所定の範囲外に出たときは、ドラッグ
に応じて再生位置の移動速度を設定して当該移動速度で再生位置を移動させ続けるように
切り換えるようにしてもよい。
【００２６】
　さらに制御部３が、ドラッグとして表示部４に表示された表示物の表示位置を移動させ
る操作であるドラッグが行われると、ドラッグの終点が始点から所定の範囲内であるとき
は、ドラッグされた分表示位置を移動させる。一方、ドラッグの終点が所定の範囲外に出
たときは、ドラッグに応じて表示位置の移動速度を設定して当該移動速度で表示位置を移
動させ続けるように切り換えるようにしてもよい。
【００２７】
　また制御部３が、ドラッグに応じてドラッグの始点と終点とを結ぶカーソルを表示部４
に表示させるようにしてもよい。この場合、制御部３が、当該カーソルの近傍に当該所定
の範囲を示す情報を表示部４に表示させるようにしてもよい。
【００２８】
　またこの場合制御部３が、ドラッグに応じて値の変化速度を設定する際、ドラッグの始
点側となるカーソルの一端部からドラッグの終点側となるカーソルの他端部への方向をカ
ーソルの向きとし、当該カーソルの向きと長さに応じて値の変化速度を設定してもよい。
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【００２９】
　また制御部３が、ドラッグされた分値を変化させていた後、ドラッグに応じて値の変化
速度を設定して当該変化速度で値を変化させ続けるよう切り換えたときには、切り換える
直前の値から当該変化速度で値を変化させ続けるようにしてもよい。そして、制御部３が
、ドラッグに応じて値の変化速度を設定して当該変化速度で値を変化させ続けていた後、
ドラッグされた分値を変化させるよう切り換えたときには、切り換える直前の値からドラ
ッグされた分値を変化させるようにしてもよい。
【００３０】
　このような構成でなる情報処理装置１の具体例について、以下、詳しく説明する。
【００３１】
＜２．第１の実施の形態＞
［２－１．携帯端末の外観構成］
　次に、第１の実施の形態の具体例について説明する。まず図２を用いて、上述した情報
処理装置１の具体例である携帯端末１００の外観構成について説明する。
【００３２】
　携帯端末１００は、片手で把持し得る程度の大きさでなる略扁平矩形状の筐体１０１を
有している。
【００３３】
　筐体１０１の前面１０１Ａの中央部には、長方形状のタッチスクリーン１０２が設けら
れている。タッチスクリーン１０２は、液晶パネルと、液晶パネルの表示面を覆う薄型透
明のタッチパネルとで構成される。因みに、このタッチパネルは、例えば、静電容量式の
タッチパネルである。
【００３４】
　携帯端末１００は、このタッチスクリーン１０２に対する、指（タッチペン等でも可）
によるタッチ操作を、ユーザによる操作入力として受け付けるようになっている。
【００３５】
　さらにこの携帯端末１００の筐体１０１の前面１０１Ａには、タッチスクリーン１０２
の近傍に、操作ボタン１０３も設けられている。
【００３６】
　尚、この携帯端末１００は、長方形状のタッチスクリーン１０２が縦長となる向き（こ
れを縦向きとも呼ぶ）でも、横長となる向き（これを横向きとも呼ぶ）でも使用できるよ
うになっている。
【００３７】
［２－２．携帯端末のハードウェア構成］
　次に図３を用いて、携帯端末１００のハードウェア構成について説明する。この携帯端
末１００では、ＣＰＵ１１０が、不揮発性メモリ１１１に格納されているプログラムをＲ
ＡＭ１１２に展開して読み込み、このプログラムに従って各種処理を実行すると共に各部
を制御する。尚、ＣＰＵは、Central　Processing　Unitの略、ＲＡＭは、Random　Acces
s　Memoryの略である。
【００３８】
　タッチスクリーン１０２は、各種情報を表示する表示デバイスである液晶パネル１０２
Ａと、操作入力を受け付ける操作入力デバイスであるタッチパネル１０２Ｂとで構成され
る。
【００３９】
　タッチパネル１０２Ｂは、タッチパネル１０２Ｂ上の任意の位置が指でタッチされると
、タッチされた位置（すなわちタッチ位置）の座標を検出する。そしてタッチパネル１０
２Ｂは、このタッチ位置の座標を示す入力信号をＣＰＵ１１０に送る。
【００４０】
　尚、タッチパネル１０２Ｂは、ドラッグされているとき等、タッチされ続けている間、
一定時間ごとに、タッチ位置の座標を示す入力信号をＣＰＵ１１０に送るようになってい
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る。
【００４１】
　ＣＰＵ１１０は、タッチパネル１０２Ｂから送られてくる入力信号からタッチ位置の座
標を取得すると、この座標を液晶パネル１０２Ａの画面座標に変換することで、液晶パネ
ル１０２Ａの画面上のどの位置がタッチされたのかを認識する。つまり画面上のタッチ位
置を認識する。
【００４２】
　またＣＰＵ１１０は、一定時間ごとに送られてくる入力信号より取得したタッチ位置の
座標を、順次液晶パネル１０２Ａの画面座標に変換していくことで、タッチ位置がどのよ
うに動いたのか（すなわちタッチ位置の軌跡）を認識する。
【００４３】
　ＣＰＵ１１０は、このようにして認識したタッチ位置とその軌跡とに基づいて、画面に
対してどのようなタッチ操作が行われたのかを特定し、このタッチ操作を操作入力として
受け付け、この操作入力に応じた処理を実行する。
【００４４】
　尚、ＣＰＵ１１０は、タッチ（触る）、タップ（触って離す）、ドラッグ（なぞる）、
フリック（払う）等のタッチ操作を、操作入力として受け付けるようになっている。
【００４５】
　またＣＰＵ１１０は、操作ボタン１０３に対する押下操作を認識すると、これをユーザ
による操作入力として受け付け、この操作入力に応じた処理を実行するようにもなってい
る。
【００４６】
　ここで、例えば、タッチスクリーン１０２に、不揮発性メモリ１１１に画像ファイルと
して記憶されている画像のサムネイルが一覧表示されている状態で、ユーザが、所望のサ
ムネイルをタップしたとする。
【００４７】
　ＣＰＵ１１０は、このタッチ操作を、画像を再生する操作入力として受け付け、不揮発
性メモリ１１１から、タップされたサムネイルに対応する画像ファイルを読み出す。
【００４８】
　ここで、対応する画像ファイルが静止画像ファイルである場合、ＣＰＵ１１０は、この
静止画像ファイルから静止画像データを抽出する。そしてＣＰＵ１１０は、この静止画像
データに対して、デコード処理、デジタルアナログ変換処理等の所定の再生処理を施すこ
とで、静止画像信号を得、これをタッチスクリーン１０２の液晶パネル１０２Ａに表示さ
せる。
【００４９】
　一方、対応する画像ファイルが動画像ファイルである場合、ＣＰＵ１１０は、この動画
像ファイルから動画像データと音声データとを分離する。そしてＣＰＵ１１０は、動画像
データに対して、デコード処理、デジタルアナログ変換処理等の所定の再生処理を施すこ
とで、動画像信号を得、これをタッチスクリーン１０２の液晶パネル１０２Ａに表示させ
る。またＣＰＵ１１０は、音声データに対して、デコード処理、デジタルアナログ変換処
理、増幅処理等の所定の再生処理を施すことで、音声信号を得、これをヘッドホン端子（
図示せず）から出力する。
【００５０】
　このようにして、携帯端末１００は、ユーザに指定された画像を再生するようになって
いる。
【００５１】
　また、例えば、タッチスクリーン１０２に、不揮発性メモリ１１１に楽曲ファイルとし
て記憶されている楽曲（トラック）のタイトルがリスト表示されている状態で、ユーザが
、所望のタイトルをタップしたとする。
【００５２】
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　ＣＰＵ１１０は、このタッチ操作を、楽曲を再生する操作入力として受け付け、不揮発
性メモリ１１１から、タップされたタイトルに対応する楽曲ファイルを読み出す。
【００５３】
　ＣＰＵ１１０は、この楽曲ファイルから音声データを抽出する。そしてＣＰＵ１１０は
、この音声データに対して、デコード処理、デジタルアナログ変換処理、増幅処理等所定
の再生処理を施すことで、音声信号を得、これをヘッドホン端子（図示せず）から出力す
る。
【００５４】
　このようにして、携帯端末１００は、ユーザに指定された楽曲を再生するようになって
いる。
【００５５】
　またこのときＣＰＵ１１０は、読み出した楽曲ファイルから、ジャケット画像、トラッ
クのタイトル、アルバムのタイトル、アーティスト名等の関連情報を抽出して、これをタ
ッチスクリーン１０２の液晶パネル１０２Ａに表示させる。
【００５６】
　このようにして、携帯端末１００は、ユーザに指定された楽曲を再生するとともに、こ
の楽曲に関する情報を表示するようになっている。
【００５７】
　尚、携帯端末１００は、ＣＰＵ１１０が、楽曲ファイルごとの関連情報をもとに、楽曲
ファイルを、上位階層をアルバムのタイトル、下位階層をトラックのタイトルとする階層
構造で管理できるようになっている。
【００５８】
　さらに、例えば、タッチスクリーン１０２に、Ｗｅｂブラウザの起動に対応するアイコ
ンが表示されている状態で、ユーザが、このアイコンをタップしたとする。
【００５９】
　ＣＰＵ１１０は、このタッチ操作を、Ｗｅｂブラウザを起動する操作入力として受け付
け、不揮発性メモリ１１１から、Ｗｅｂブラウザのプログラムを読み出して実行すること
で、Ｗｅｂブラウザを起動する。
【００６０】
　ここでＣＰＵ１１０は、タッチスクリーン１０２の液晶パネル１０２ＡにＷｅｂブラウ
ザの画面を表示させると共に、ネットワークインタフェース１１３を介して、ネットワー
ク上のサーバからＷｅｂページのページデータを受信する。そしてＣＰＵ１１０は、この
ページデータに基づくページ画像を、Ｗｅｂブラウザの画面に表示させる。
【００６１】
　このようにして、携帯端末１００は、Ｗｅｂブラウザを起動してＷｅｂページを表示す
るようになっている。
【００６２】
　くわえてこの携帯端末１００には、タッチ操作の１つであるドラッグのみで様々な操作
入力を行うことのできるユーザインタフェースが実装されている。
【００６３】
　具体的に、携帯端末１００では、あらかじめ、ドラッグの始点及び終点の位置、始点か
ら終点への方向、始点から終点までの距離等の情報（以下、これをドラッグ情報とも呼ぶ
）と、各種操作入力とが対応付けられている。
【００６４】
　尚、ドラッグの始点とは、ドラッグ開始時のタッチ位置（すなわち最初のタッチ位置）
であり、ドラッグの終点とは、ドラッグ開始後の現在のタッチ位置である。すなわちドラ
ッグ中、始点は固定で、終点は指の移動にともなって移動する。また、以下では、ドラッ
グの始点及び終点の位置を、始点終点位置とも呼び、ドラッグの始点から終点への方向を
、始点終点方向とも呼び、ドラッグの始点から終点までの距離を、始点終点距離とも呼ぶ
。
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【００６５】
　ＣＰＵ１１０は、実際にドラッグが行われると、このドラッグから、始点終点位置、始
点終点方向、始点終点距離等のドラッグ情報を得、このドラッグ情報に対応付けられた操
作入力を受け付ける。
【００６６】
　このようにして、携帯端末１００は、ドラッグのみでも、その始点終点位置、始点終点
方向、始点終点距離等を変えることで様々な操作入力を行うことができるようになってい
る。
【００６７】
　ところで、このようなユーザインタフェースで良好な操作性が得られるようにするには
、ドラッグの始点終点位置、始点終点方向、始点終点距離をユーザが容易に認識できるよ
うにすることが望ましい。
【００６８】
　そこで携帯端末１００は、図４に示すように、ドラッグが行われたときに、その始点終
点位置、始点終点方向、始点終点距離を視覚的に表すカーソルＣｓを、タッチスクリーン
１０２に表示するようになっている。
【００６９】
　このカーソルＣｓは、ドラッグの始点から終点へと餅のように伸び、ドラッグの終点の
移動に合わせて、向き（伸びる方向）や長さを変えることで、ドラッグに追従するように
なっている。尚、このカーソルＣｓについては、ドラッグに応じて餅のように伸び縮みす
ることから、以下、モチカーソルＣｓと呼ぶこととする。
【００７０】
　このモチカーソルＣｓを表示することにより、携帯端末１００は、ユーザに、ドラッグ
の始点終点位置、始点終点方向、始点終点距離を容易に認識させることができるようにな
っている。
【００７１】
　このモチカーソルＣｓと、このモチカーソルＣｓによる操作入力とについて、以降、さ
らに詳しく説明する。
【００７２】
　因みに、実施の形態の概要で説明した情報処理装置１の操作部２の具体的なハードウェ
アの例が上述した携帯端末１００のタッチパネル１０２Ｂである。また情報処理装置１の
制御部３の具体的なハードウェアの例が携帯端末１００のＣＰＵ１１０である。さらに情
報処理装置１の表示部４の具体的なハードウェアの例が携帯端末１００の液晶パネル１０
２Ａである。
【００７３】
［２－３．モチカーソルによる操作入力］
［２－３－１．基本動作］
　ＣＰＵ１１０は、タッチスクリーン１０２にユーザの指がタッチされると、図５（Ａ）
に示すように、タッチ位置Ｔｐを中心とした円形でなるモチカーソルＣｓをタッチスクリ
ーン１０２に表示させる。
【００７４】
　その後、ユーザの指が離されないままドラッグが行われると、ＣＰＵ１１０は、図５（
Ｂ）に示すように、モチカーソルＣｓを、ドラッグの始点Ｄ１（すなわち最初のタッチ位
置Ｔｐ）から終点Ｄ２（現在のタッチ位置）へと伸ばす。
【００７５】
　これにより携帯端末１００は、ユーザに、タッチ操作をドラッグとして受け付けている
ことを認識させることができると共に、モチカーソルＣｓを直接触って伸ばすような感覚
でドラッグを行わせることができる。
【００７６】
　またこのようにモチカーソルＣｓがドラッグの始点Ｄ１から終点Ｄ２へと伸びることに



(11) JP 2012-33061 A 2012.2.16

10

20

30

40

50

より、ユーザに、ドラッグの始点Ｄ１から終点Ｄ２までの距離（始点終点距離）を認識さ
せることができる。
【００７７】
　尚、以下、モチカーソルＣｓ内の、ドラッグの始点Ｄ１に対応する位置を、モチカーソ
ルＣｓの始点Ｃ１とし、ドラッグの終点Ｄ２に対応する位置を、以下、モチカーソルＣｓ
の終点Ｃ２とする。すなわちモチカーソルＣｓは、ドラッグの始点Ｄ１に対応する始点Ｃ
１から、ドラッグの終点Ｄ２に対応する終点Ｃ２へと伸びるようになっている。
【００７８】
　またこのモチカーソルＣｓは、始点Ｃ１側から終点Ｃ２側に向かうにつれて太くなる形
状をなしている。すなわち、始点Ｃ１側付近が最も細く、終点Ｃ２側付近が最も太くなる
形状をなしている。
【００７９】
　このような形状のモチカーソルＣｓを表示することで、ユーザに、モチカーソルＣｓに
おけるドラッグの始点Ｄ１側と終点Ｄ２側とを区別させることができる。またこの結果、
ユーザに、ドラッグの始点Ｄ１から終点Ｄ２への方向（すなわち始点終点方向）を認識さ
せることもできる。さらにドラッグの始点Ｄ１及び終点Ｄ２の位置（すなわち始点終点位
置）を認識させることもできる。
【００８０】
　またドラッグ中、ドラッグの始点Ｄ１に対応するモチカーソルＣｓの始点Ｃ１は固定さ
れる一方、ドラッグの終点Ｄ２に対応するモチカーソルＣｓの終点Ｃ２は、指の移動に追
従して移動する。これにより、携帯端末１００は、ユーザに、ドラッグの始点終点距離、
始点終点方向、始点終点位置を認識させながらドラッグを行わせることができる。
【００８１】
　さらにこのモチカーソルＣｓは、始点Ｃ１側の端部が、始点Ｃ１を中心とした半径ｒ１
の半円になっている。こうすることで、ユーザは、当該半円の中心がドラッグの始点Ｄ１
の位置であると認識する。これにより、ユーザに、ドラッグの始点Ｄ１の位置をより明確
に認識させることができる。
【００８２】
　同様に、モチカーソルＣｓは、終点Ｃ２側の端部が、終点Ｃ２を中心とした半径ｒ２の
半円になっている。こうすることで、ユーザは、当該半円の中心がドラッグの終点Ｄ２の
位置であると認識する。これにより、ユーザに、ドラッグの終点Ｄ２の位置もより明確に
認識させることができる。
【００８３】
　尚、このモチカーソルＣｓは、始点Ｃ１側から終点Ｃ２側に向かうにつれて太くなるよ
うに、始点Ｃ１側の半径ｒ１よりも終点Ｃ２側の半径ｒ２が大きい値に設定されている。
このようにモチカーソルＣｓは、始点Ｃ１を中心とした半径ｒ１の円と、終点Ｃ２を中心
とする、当該半径ｒ１の円よりも大きい半径ｒ２の円とを繋げた形状となっている。
【００８４】
　またＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓを半透明で表示させ、モチカーソルＣｓの背景
の画像を透けて見せるようになっている。
【００８５】
　さらに、タッチスクリーン１０２から指が離されてドラッグが終了すると、ＣＰＵ１１
０は、モチカーソルＣｓの終点Ｃ２側を始点Ｃ１側に近づけて、モチカーソルＣｓを円形
になるまで縮ませた後、画面から消去させるようになっている。
【００８６】
　またＣＰＵ１１０は、表示させたモチカーソルＣｓの始点Ｃ１及び終点Ｃ２の位置、始
点Ｃ１から終点Ｃ２への方向、始点Ｃ１から終点Ｃ２までの距離等に応じて、各種操作入
力を受け付けるようになっている。
【００８７】
　尚、以下では、適宜、モチカーソルＣｓの始点Ｃ１から終点Ｃ２への方向を、モチカー
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ソルＣｓの向きとし、モチカーソルＣｓの始点Ｃ１から終点Ｃ２までの距離を、モチカー
ソルＣｓの長さとする。
【００８８】
　ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓによる操作入力に応じて、例えば、動画像の再生速
度を制御するようになっている。
【００８９】
　実際、ＣＰＵ１１０が、動画像を順方向に１倍速で再生して、例えば、図６に示すよう
に、横向きのタッチスクリーン１０２に対して横長となるように動画像を表示させている
とする。
【００９０】
　ここで、例えば、画面横方向へのドラッグが行われたとする。するとＣＰＵ１１０は、
このドラッグに応じて、ドラッグの始点から終点へと横方向に伸びるモチカーソルＣｓを
画面上に表示させる。
【００９１】
　そして、ＣＰＵ１１０は、図７（Ａ）に示すように、モチカーソルＣｓの向きが右向き
であれば、再生速度の符号を＋（つまり再生方向を順方向）とし、動画像を順方向に１倍
速よりも速く再生する（つまり早送りする）。また一方、モチカーソルＣｓの向きが左向
きであれば、再生速度の符号を－（つまり再生方向を逆方向）とし、動画像を逆方向に１
倍速よりも速く再生する（つまり巻き戻しする）。
【００９２】
　またこのときＣＰＵ１１０は、図８（Ａ）に示すように、モチカーソルＣｓの長さが長
いほど、再生速度の値を大きな値に設定する。尚、図８以降のグラフにおいては、便宜上
、モチカーソルＣｓが右（又は上）向きのときのモチカーソルＣｓの長さの符号を＋とし
、モチカーソルＣｓが左（又は下）向きのときのモチカーソルＣｓの長さの符号を－とし
ている。
【００９３】
　このように、この携帯端末１００では、モチカーソルＣｓによりドラッグの始点終点方
向と始点終点距離をユーザに示しつつ、モチカーソルＣｓによる操作入力で、動画像を所
望の再生速度で早送りしたり巻き戻したりすることができる。
【００９４】
　その後、タッチスクリーン１０２から指が離されてドラッグが終了されると、ＣＰＵ１
１０は、モチカーソルＣｓを縮ませて画面から消去させる。同時に、ＣＰＵ１１０は、再
び、動画像を順方向に１倍速で再生する。
【００９５】
　また、図７（Ｂ）及び図８（Ｂ）に示すように、モチカーソルＣｓによる操作入力に応
じて、動画像をスロー再生（つまり順方向に１倍速よりも遅い再生）する再生モードを別
途設けるようにしてもよい。
【００９６】
　この場合ＣＰＵ１１０は、上述した図７（Ａ）及び図８（Ａ）で示した場合と同様に、
モチカーソルＣｓの向きが右向きであれば、動画像を順方向に１倍速よりも速く再生する
（すなわち早送りする）。またこのときＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの長さが長い
ほど、再生速度の値を大きな値に設定する。
【００９７】
　一方、モチカーソルＣｓの向きが左向きであり、モチカーソルＣｓの長さが所定値より
も短い場合、ＣＰＵ１１０は、動画像を順方向に１倍速よりも遅く再生（スロー再生）す
る。またこのときＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの長さが長いほど、再生速度の値を
小さな値に設定する（すなわち、スロー再生の再生速度をより遅くする）。
【００９８】
　またモチカーソルＣｓの向きが左向きで、モチカーソルＣｓの長さが所定値以上になる
と、ＣＰＵ１１０は、動画像を逆方向に１倍速よりも速く再生する（つまり巻き戻しする
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）。またこのときＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの長さが長いほど、再生速度の値を
大きな値に設定する（すなわち巻き戻しの再生速度をより速くする）。
【００９９】
　さらに、図７（Ｃ）及び図８（Ｃ）に示すように、モチカーソルＣｓによる操作入力に
応じて、動画像のスロー再生に加えて、スロー逆再生（つまり逆方向に１倍速よりも遅く
再生）する再生モードを別途設けるようにしてもよい。
【０１００】
　この場合ＣＰＵ１１０は、上述した図７（Ａ）及び図８（Ａ）で示した場合と同様に、
モチカーソルＣｓの向きが右向きであれば、動画像を順方向に１倍速よりも速く再生する
（すなわち早送りする）。またこのときＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの長さが長い
ほど、再生速度の値を大きな値に設定する。
【０１０１】
　一方、上述した図７（Ｂ）及び図８（Ｂ）で示した場合と同様に、モチカーソルＣｓの
向きが左向きであり、モチカーソルＣｓの長さが所定の第１の値よりも短い場合、ＣＰＵ
１１０は、動画像を順方向に１倍速よりも遅く再生（スロー再生）する。またこのときＣ
ＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの長さが長いほど、再生速度の値を小さな値に設定する
（すなわち、スロー再生の再生速度をより遅くする）。
【０１０２】
　またモチカーソルＣｓの向きが左向きで、モチカーソルＣｓの長さが所定の第１の値以
上になり所定の第２の値より短いときには、ＣＰＵ１１０は、動画像を逆方向に１倍速よ
りも遅く再生（スロー逆再生）する。またこのときＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの
長さが長いほど、再生速度の値を大きな値に設定する（すなわち、スロー逆再生の再生速
度をより速くする）。
【０１０３】
　さらに、モチカーソルＣｓの向きが左向きで、モチカーソルＣｓの長さが所定の第２の
値以上になると、ＣＰＵ１１０は、動画像を逆方向に１倍速よりも速く再生する。またこ
のときＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの長さが長いほど、再生速度の値を大きな値に
設定する（すなわち巻き戻しの再生速度をより速くする）。
【０１０４】
　さらに、これらの再生モードに限らず、動画像の編集を行うための編集モードを別途設
けるようにしてもよい。
【０１０５】
　この編集モードの場合、ＣＰＵ１１０は、ドラッグが行われていない状態では再生速度
を「０」とする（つまり動画像を一時停止させた状態で表示させる）。
【０１０６】
　ここでドラッグが行われると、ＣＰＵ１１０は、図９に示すように、モチカーソルＣｓ
の向きが右向きであれば、再生速度の符号を＋（つまり再生方向を順方向）とし、再生速
度が「０」の状態から、モチカーソルＣｓが長くなるほど、再生速度の値を大きくしてい
く。
【０１０７】
　一方、モチカーソルＣｓの向きが左向きであれば、ＣＰＵ１１０は、再生速度の符号を
－（つまり再生方向を逆方向）とし、再生速度が「０」の状態から、モチカーソルＣｓが
長くなるほど、再生速度の値を大きくしていく。
【０１０８】
　またこのとき、ＣＰＵ１１０は、再生速度が順方向又は逆方向に１倍速よりも速いとき
に比べて、順方向又は逆方向に１倍速よりも遅いときは、モチカーソルＣｓの長さに対す
る再生速度の上がり度合い又は下がり度合いを緩やかにする。
【０１０９】
　かくして、この編集モードでは、動画像をスロー再生又はスロー逆再生する間、再生速
度をより細かく調整することができる。
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【０１１０】
　その後、タッチスクリーン１０２から指が離されてドラッグが終了すると、ＣＰＵ１１
０は、モチカーソルＣｓを縮ませて画面から消去させる。同時に、ＣＰＵ１１０は、再び
、動画像の再生速度を「０」とする（つまり動画像を一時停止させた状態で表示させる）
。
【０１１１】
　このようにしてＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓによる操作入力に応じて動画像の再
生速度を制御するようになっている。
【０１１２】
　またＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓによる操作入力に応じて、例えば各種リストや
画像等のスクロール速度を制御するようにもなっている。
【０１１３】
　具体的にＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きに応じて、スクロール速度の符号（
つまりスクロール方向）を制御し、モチカーソルＣｓの長さに応じて、スクロール速度の
値を制御する。
【０１１４】
　例えば、図１０（Ａ）に示すように、楽曲（トラック）のタイトルを縦一列に並べたリ
スト（これをトラックリストとも呼ぶ）が、縦向きのタッチスクリーン１０２に表示され
ているとする。
【０１１５】
　ここで、画面縦方向へのドラッグが行われると、ＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じ
て、ドラッグの始点から終点へと縦方向に伸びるモチカーソルＣｓを画面上に表示させる
。
【０１１６】
　そして、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きが上向きであれば、スクロール速度
の符号を＋とし、スクロール方向を、トラックリストを上から下に向かってスクロールさ
せる方向とする。また一方、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きが下向きであれば
、スクロール速度の符号を－とし、スクロール方向を、トラックリストを下から上に向か
ってスクロールさせる方向とする。
【０１１７】
　さらにＣＰＵ１１０は、図１０（Ｃ）に示すように、モチカーソルＣｓの長さが長いほ
ど、スクロール速度の値を大きな値に設定する。
【０１１８】
　また一方で、例えば、図１０（Ｂ）に示すように、複数枚の静止画像を横一列に並べた
リストが、横向きのタッチスクリーン１０２に表示されているとする。
【０１１９】
　ここで、画面横方向へのドラッグが行われると、ＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じ
て、ドラッグの始点から終点へと横方向に伸びるモチカーソルＣｓを画面上に表示させる
。
【０１２０】
　そして、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きが右向きであれば、スクロール速度
の符号を＋とし、スクロール方向を、静止画像を右から左にスクロールさせる方向とする
。また一方、モチカーソルＣｓの向きが左向きであれば、スクロール速度の符号を－とし
、スクロール方向を、静止画像を左から右にスクロールさせる方向とする。
【０１２１】
　さらにＣＰＵ１１０は、図１０（Ｃ）に示すように、モチカーソルＣｓの長さが長いほ
ど、スクロール速度の値を大きな値に設定する。
【０１２２】
　このように、携帯端末１００は、ドラッグの始点終点方向と始点終点距離をユーザに示
しつつ、モチカーソルＣｓによる操作入力で、各種リストや画像等を、所望の方向に所望
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の速度でスクロールすることができる。
【０１２３】
　尚、ドラッグが終了すると、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの終点側を始点側に近
づけさせて、伸びていたモチカーソルＣｓを円形になるまで縮ませた後、このモチカーソ
ルＣｓを画面から消去させ、スクロールを終了する。
【０１２４】
　さらにＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓによる操作入力に応じて、例えば、各種パラ
メータ（音量や画像のズーム率、輝度、彩度等）の調整速度を制御するようにもなってい
る。
【０１２５】
　具体的にＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きに応じて、パラメータの調整速度の
符号（つまり調整方向）を制御し、モチカーソルＣｓの長さに応じて、調整速度の値を制
御する。
【０１２６】
　例えば、図１１（Ａ）に示すように、横向きのタッチスクリーン１０２に横長の動画像
が表示されているとする。
【０１２７】
　ここで、画面縦方向へのドラッグが行われると、ＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じ
て、ドラッグの始点から終点へと縦方向に伸びるモチカーソルＣｓを画面上に表示させる
。
【０１２８】
　そして、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きが上向きであれば、音量の調整速度
の符号を＋とし、調整方向を音量アップの方向とする。また一方、モチカーソルＣｓの向
きが下向きであれば、音量の調整速度の符号を－とし、調整方向を音量ダウンの方向とす
る。
【０１２９】
　またＣＰＵ１１０は、図１１（Ｂ）に示すように、このときのモチカーソルＣｓの長さ
が長いほど、音量の調整速度の値を大きな値に設定する。
【０１３０】
　尚、ドラッグが終了すると、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓを縮ませて画面から消
去させ、音量の調整を終了する。以降、ドラッグが終了する直前の音量が維持される。
【０１３１】
　このように、携帯端末１００は、モチカーソルＣｓによりドラッグの始点終点方向と始
点終点距離をユーザに示しつつ、モチカーソルＣｓによる操作入力で、動画像に付随する
音声のパラメータである音量を所望の調整速度で上げ下げして調整することができる。
【０１３２】
　以上のようにして携帯端末１００は、ドラッグが行われると、ドラッグの始点終点位置
、始点終点方向、始点終点距離を示すモチカーソルＣｓを表示させ、モチカーソルＣｓの
向きと長さに応じて各種操作入力を受け付けるようになっている。
【０１３３】
［２－３－２．各アプリケーションでの操作入力例］
　次に、上述したモチカーソルＣｓによる操作入力について、携帯端末１００にインスト
ールされたアプリケーション（単にアプリとも呼ぶ）での操作入力を例に、さらに詳しく
説明する。
【０１３４】
　尚、携帯端末１００には、様々なアプリをインストールできるが、ここでは、一例とし
て、音楽を再生するアプリと、静止画像を再生するアプリと、動画像を再生するアプリと
がインストールされているとする。
【０１３５】
　ここでまず動画像を再生するアプリ（動画像再生アプリとも呼ぶ）での、モチカーソル
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Ｃｓによる操作入力について詳しく説明する。
【０１３６】
　ＣＰＵ１１０は、タッチスクリーン１０２に動画像再生アプリの起動に対応するアイコ
ンを表示させた状態で、このアイコンがタップされると、このタッチ操作を、動画像再生
アプリを起動する操作入力として受け付ける。
【０１３７】
　そしてＣＰＵ１１０は、不揮発性メモリ１１１から、動画像再生アプリのプログラムを
読み出して実行することで、動画像再生アプリを起動する。
【０１３８】
　動画像再生アプリを起動すると、ＣＰＵ１１０は、不揮発性メモリ１１１に動画像ファ
イルとして記憶されている動画像のサムネイルをタッチスクリーン１０２に一覧表示させ
る。
【０１３９】
　さらにＣＰＵ１１０は、一覧表示させたサムネイルのうちの１つがタップされると、こ
のタッチ操作を、動画像を再生する操作入力として受け付ける。
【０１４０】
　そしてＣＰＵ１１０は、タップされたサムネイルに対応する動画像ファイルから動画像
を得る。
【０１４１】
　さらにこのときＣＰＵ１１０は、図１２に示す動画像再生画面２００をタッチスクリー
ン１０２に表示させる。尚、この動画像再生画面２００は、横長の画面であり、横向きで
の使用を想定して、横長のタッチスクリーン１０２の全面に表示されるようになっている
。
【０１４２】
　この動画像再生画面２００には、動画像がほぼ画面一杯に表示されるようになっている
。さらにこの動画像再生画面２００は、上端付近に、画面左端から右端へと伸びるバー２
０１が動画像上に重ねて表示されるようになっている。このバー２０１は、画面左端側の
一端が動画像の先頭、画面右端側の他端が動画像の末尾を示し、このバー２０１上を移動
するポインタ２０２により、動画像の現在の再生位置を示すようになっている。このバー
２０１を、以下、再生バー２０１とも呼ぶ。
【０１４３】
　さらにこの動画像再生画面２００は、左端領域２００Ａ、中央領域２００Ｂ及び右端領
域２００Ｃにより、横方向に３分割されている。ここで、左端領域２００Ａ及び右端領域
２００Ｃの各々は、例えば、画面全体の１／６程度の大きさであり、中央領域２００Bが
残りの４／６程度の大きさであるとする。これら左端領域２００Ａ、中央領域２００Ｂ及
び右端領域２００Ｃの役割については、後述する。
【０１４４】
　ＣＰＵ１１０は、このような動画像再生画面２００に、先頭のチャプタから１倍速で順
方向に再生した動画像を表示していく。尚、順方向に１倍速の再生を、以下、通常再生と
も呼ぶ。
【０１４５】
　また、１本の動画像は、所定の単位ごと（例えば場面ごと）に区切られていて、ここで
は、この単位ごとの部分的な動画像をチャプタと呼ぶ。すなわち、１本の動画像は、複数
のチャプタにより構成されている。
【０１４６】
　ここで、この動画像再生画面２００では、横方向へのドラッグにより、動画像の再生を
制御できるようになっている。
【０１４７】
　実際、図１３（Ａ）に示すように、画面横方向へのドラッグが行われたとする。すると
ＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じて、ドラッグの始点から終点へと横方向に伸びるモ
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チカーソルＣｓを画面上に表示させる。尚、このモチカーソルＣｓは、タッチスクリーン
１０２から指が離されてドラッグが終了するまで表示され続ける。
【０１４８】
　ここで、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが横向きであること
を認識すると、さらにモチカーソルＣｓの終点（すなわちドラッグの終点）が、画面の中
央領域２００Ｂ内であるかを判別する。ここでモチカーソルＣｓの終点が中央領域２００
Ｂ内であれば、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、画面に表示し
ている動画像（すなわちチャプタ）の再生速度（再生方向と再生速度の値）を制御する。
【０１４９】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが右向きであれば
、再生速度の符号を＋にして、再生方向を順方向とする。また一方で、表示させているモ
チカーソルＣｓの向きが左向きであれば、再生速度の符号を－にして、再生方向を逆方向
とする。さらにこのときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど、再生速度の値を大きな値
に設定する。
【０１５０】
　この結果、例えば、画面右方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが右に長く伸びて
いれば、動画像再生画面２００に表示される動画像が、順方向に速く再生される（すなわ
ち早送りされる）ことになる。
【０１５１】
　また、画面左方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが左に短く伸びていれば、動画
像再生画面２００に表示される動画像が、逆方向にゆっくり再生される（すなわち巻き戻
される）ことになる。
【０１５２】
　さらに、このような画面横方向へのドラッグの後、指をタッチスクリーン１０２から離
さず動かさなければ、モチカーソルＣｓが向きと長さを変えずに表示され続け、このとき
の再生速度（再生方向と再生速度の値）が維持される。
【０１５３】
　このように、動画像再生画面２００では、モチカーソルＣｓによりドラッグの始点終点
方向と始点終点距離をユーザに示しつつ、モチカーソルＣｓによる操作入力で、動画像を
所望の再生方向に所望の再生速度で再生することができる。
【０１５４】
　尚、ここでは、動画像に付随する音声については、説明を省略したが、音声についても
、動画像と同様に、ドラッグにより再生が制御される。
【０１５５】
　さらにドラッグが継続されて、例えば図１３（Ｂ）に示すように、モチカーソルＣｓの
終点が画面の中央領域２００Ｂ外に出た（すなわち左端領域２００Ａ内又は右端領域２０
０Ｃ内に入った）とする。
【０１５６】
　するとＣＰＵ１１０は、動画像再生画面２００の表示内容を、チャプタから、チャプタ
のリスト（これをチャプタリストとも呼ぶ）に遷移させる。
【０１５７】
　チャプタリストとは、各チャプタから抽出された代表的な静止画像（これをチャプタ画
像とも呼ぶ）を再生時刻順に横一列に並べたリストである。
【０１５８】
　ここで、チャプタリストは、各チャプタから抽出された代表的なチャプタ画像のリスト
であるから、チャプタに対して上位階層の情報であると言える。
【０１５９】
　つまり、このとき、ＣＰＵ１１０は、動画像再生画面２００の表示内容を、チャプタか
ら、その上位階層の情報であるチャプタリストに遷移させるようになっている。
【０１６０】
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　具体的に、ＣＰＵ１１０は、図１３（Ｃ）に示すように、表示させているチャプタをズ
ームアウトさせて、遷移する直前に再生していたチャプタのチャプタ画像Ｃｐ（Ｎ）を含
んだチャプタリストの一部分を、動画像再生画面２００に表示させる。
【０１６１】
　実際、図１３（Ｃ）は、動画像再生画面２００の中央にチャプタ画像Ｃｐ（Ｎ）が表示
され、その左側に、１つ前のチャプタ画像ＣＰ（Ｎ－１）の一部分が表示され、チャプタ
画像Ｃｐ（Ｎ）の右側に、次のチャプタ画像Ｃｐ（Ｎ＋１）の一部分が表示された例であ
る。
【０１６２】
　このように、動画像再生画面２００では、チャプタからチャプタリストに遷移したとき
に、遷移する直前に再生していたチャプタのチャプタ画像Ｃｐ（Ｎ）が画面中央に位置す
るようにチャプタリストを表示するようにした。
【０１６３】
　こうすることで、この動画像再生画面２００では、ユーザに、何ら違和感を与えること
なく、チャプタからチャプタリストへとシームレスに遷移することができる。
【０１６４】
　またこのときモチカーソルＣｓについては、このような表示内容の遷移に関わらず、タ
ッチスクリーン１０２から指が離されてドラッグが終了するまで、動画像再生画面２００
に表示され続ける。
【０１６５】
　すなわちこのときの動画像再生画面２００には、中央領域２００Ｂ内から、中央領域２
００Ｂ外（すなわち左端領域２００Ａ又は右端領域２００Ｃ内）へと横方向に伸びるモチ
カーソルＣｓが表示されていることになる。
【０１６６】
　ここで、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、画面に表示させて
いるチャプタリストのスクロール速度（スクロール方向とスクロール速度の値）を制御し
てチャプタリストをスクロールさせる。
【０１６７】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが右向きであれば
、チャプタリストのスクロール方向を左方向（すなわちチャプタ画像Ｃｐが左に移動する
方向）とする。また一方で、表示させているモチカーソルＣｓの向きが左向きであれば、
チャプタリストのスクロール方向を右方向（すなわちチャプタ画像Ｃｐが右に移動する方
向）とする。さらにこのときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど、スクロール速度の値
を大きな値に設定する。
【０１６８】
　この結果、例えば、画面右方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが右に長く伸びて
いれば、動画像再生画面２００に表示されるチャプタリストが、左方向に高速にスクロー
ルすることになる。
【０１６９】
　また、画面左方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが左に短く伸びていれば、動画
像再生画面２００に表示されるチャプタリストが、右方向にゆっくりスクロールすること
になる。
【０１７０】
　さらに、このような画面横方向へのドラッグの後、指をタッチスクリーン１０２から離
さず動かさなければ、モチカーソルＣｓが向きと長さを変えずに表示され続け、このとき
のスクロール速度（スクロール方向とスクロール速度の値）が維持される。
【０１７１】
　このように、この動画像再生画面２００では、モチカーソルＣｓの終点が、左端領域２
００Ａ又は右端領域２００Ｃ内に入ると、表示内容がチャプタからチャプタリストに遷移
する。
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【０１７２】
　そしてこのときの動画像再生画面２００では、モチカーソルＣｓによりドラッグの始点
終点方向と始点終点距離をユーザに示しつつ、モチカーソルＣｓによる操作入力で、チャ
プタリストを所望のスクロール速度でスクロールすることができる。
【０１７３】
　こうすることで、ユーザは、この動画像再生画面２００を介して、チャプタリストから
、所望のチャプタのチャプタ画像Ｃｐを容易に検索することができる。
【０１７４】
　ここで、任意のチャプタ画像Ｃｐが動画像再生画面２００の中央に表示されているとき
に、ドラッグが終了した（すなわち指がタッチスクリーン１０２から離された）とする。
【０１７５】
　するとＣＰＵ１１０は、図１３（Ｄ）に示すように、モチカーソルＣｓの終点側を始点
側に近づけさせて、横方向に伸びていたモチカーソルＣｓを円形になるまで縮ませた後、
このモチカーソルＣｓを画面から消去させる。
【０１７６】
　またこのときＣＰＵ１１０は、動画像再生画面２００の表示内容を、チャプタリストか
ら下位階層の情報となるチャプタに遷移させる。
【０１７７】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているチャプタリストをズームインさせて、遷移
する直前に中央に表示されていたチャプタ画像Ｃｐに対応するチャプタを、その先頭から
通常再生して動画像再生画面２００に表示していく。
【０１７８】
　このように、チャプタリストからチャプタに遷移したときには、遷移する直前に画面中
央に表示されていたチャプタ画像Ｃｐに対応するチャプタから再生を開始する。
【０１７９】
　こうすることで、この動画像再生画面２００では、ユーザに、何ら違和感を与えること
なく、チャプタリストからチャプタへとシームレスに遷移することができる。さらに、チ
ャプタの検索からチャプタの再生までの一連の動作を、１回のドラッグのみで簡単に行う
ことができる。
【０１８０】
　尚、チャプタリストに遷移後、指が離されずにドラッグが継続され、モチカーソルＣｓ
の終点が中央領域２００Ｂ外から再び中央領域２００Ｂ内に戻ったとする。
【０１８１】
　この場合も、現在の表示内容がチャプタリストであれば、ＣＰＵ１１０は、引き続き、
モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、チャプタリストのスクロール速度を制御する。
【０１８２】
　上述したように、動画像再生アプリでは、横方向へのドラッグに応じて横向きのモチカ
ーソルＣｓを動画像再生画面２００に表示する。そしてこの動画像再生アプリでは、表示
しているモチカーソルＣｓの終点が中央領域２００Ｂ内であれば、このモチカーソルＣｓ
の向き（左又は右）と長さに応じて、チャプタの再生方向と再生速度の値を設定する。
【０１８３】
　このように、この動画像再生アプリでは、モチカーソルＣｓによる操作入力のみで、チ
ャプタの再生方向と再生速度の値を自由に設定してチャプタを再生することができる。
【０１８４】
　またこの動画像再生アプリでは、ドラッグに応じてモチカーソルＣｓの終点が左端領域
２００Ａ内又は右端領域２００Ｃ内に入ると、表示内容を、チャプタから上位階層の情報
であるチャプタリストに遷移させる。
【０１８５】
　このとき、この動画像再生アプリでは、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、チャ
プタリストのスクロール方向とスクロール速度の値を設定する。
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【０１８６】
　その後、ドラッグが終了すると、この動画像再生アプリでは、表示内容を、チャプタリ
ストから再び下位階層の情報であるチャプタに遷移させ、このチャプタの先頭から再生を
開始する。
【０１８７】
　このように、この動画像再生アプリでは、横方向へのドラッグにともなうモチカーソル
Ｃｓによる操作入力のみで、チャプタとチャプタリストを切り換えたり、チャプタリスト
を所望のスクロール速度でスクロールさせたりすることができる。
【０１８８】
　さらに、この動画像再生画面２００では、縦方向へのドラッグで、動画像に付随する音
声のパラメータである音量を調整できるようにもなっている。
【０１８９】
　実際、図１４（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、画面縦方向へのドラッグが行われたとす
る。するとＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じて、ドラッグの始点から終点へと縦方向
に伸びるモチカーソルＣｓを画面上に表示させる。
【０１９０】
　ここで、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが縦向きであること
を認識すると、このときのモチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、音量の調整速度（調
整方向と調整速度の値）を制御して音量を増減する。
【０１９１】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが上向きであれば
、調整速度の符号を＋にして、音量の調整方向を音量アップの方向とする。また一方で、
表示させているモチカーソルＣｓの向きが下向きであれば、調整速度の符号を－にして、
音量の調整方向を音量ダウンの方向とする。さらにこのときのモチカーソルＣｓの長さが
長いほど、音量の調整速度の値を大きな値に設定する。
【０１９２】
　この結果、例えば、画面上方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが上に長く伸びて
いれば、音量が一気に上がっていくことになる。
【０１９３】
　また、例えば、画面下方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが下に短く伸びていれ
ば、音量がゆっくり下がっていくことになる。
【０１９４】
　さらに、このような画面縦方向へのドラッグの後、指をタッチスクリーン１０２から離
さず動かさなければ、モチカーソルＣｓが向きと長さを変えずに表示され続け、このとき
の調整速度（調整方向と調整速度の値）が維持される。
【０１９５】
　このように、この動画像再生画面２００では、モチカーソルＣｓによりドラッグの方向
と長さをユーザに認識させながら、このドラッグの方向と長さで、音量を所望の調整速度
で調整することができる。
【０１９６】
　またこのときＣＰＵ１１０は、現在の音量を示す音量バーＢｍを、画面の所定位置（例
えば中央下方）に表示させる。これにより、ユーザは、この音量バーＢｍを目視して現在
の音量を確認しながら、音量を調整することができる。
【０１９７】
　その後、ドラッグが終了すると、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの終点側を始点側
に近づけさせて、縦方向に伸びていたモチカーソルＣｓを円形になるまで縮ませた後、こ
のモチカーソルＣｓを画面から消去させ、音量の調整を終了する。以降、ドラッグが終了
する直前の音量が維持される。
【０１９８】
　上述したように、動画像再生アプリでは、縦方向へのドラッグに応じて縦向きのモチカ
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ーソルＣｓを動画像再生画面２００に表示する。そしてこの動画像再生アプリでは、表示
しているモチカーソルＣｓの向き（上又は下）と長さに応じて、音量の調整方向と調整速
度の値を設定する。
【０１９９】
　このように、この動画像再生アプリでは、縦方向へのドラッグにともなうモチカーソル
Ｃｓによる操作入力のみで、調整方向と調整速度の値を自由に代えながら音量を調整する
ことができる。
【０２００】
　また、この動画像再生アプリでは、縦方向へのドラッグであれば、画面上のどの部分で
ドラッグを行っても音量を調整できるので、例えば、ユーザが、動画像を見ながら、動画
像の重要でない部分でドラッグを行って音量を調整するようなことができる。
【０２０１】
　また、例えば、動画像の音声のみを聞くような場合には、画面を注視することなく、ブ
ラインドタッチで、音量を調整するようなことも容易にできる。
【０２０２】
　次に楽曲（トラック）を再生するアプリ（楽曲再生アプリとも呼ぶ）での、モチカーソ
ルＣｓによる操作入力について詳しく説明する。
【０２０３】
　ＣＰＵ１１０は、タッチスクリーン１０２に楽曲再生アプリの起動に対応するアイコン
を表示させた状態で、このアイコンがタップされると、このタッチ操作を、楽曲再生アプ
リを起動する操作入力として受け付ける。
【０２０４】
　そしてＣＰＵ１１０は、不揮発性メモリ１１１から、楽曲再生アプリのプログラムを読
み出して実行することで、楽曲再生アプリを起動する。
【０２０５】
　楽曲再生アプリを起動すると、ＣＰＵ１１０は、図１５に示すトラック選択画面２１０
をタッチスクリーン１０２に表示させる。
【０２０６】
　尚、このトラック選択画面２１０は、縦長の画面であり、縦向きでの使用を想定して、
縦長のタッチスクリーン１０２の全面に表示されるようになっている。
【０２０７】
　このトラック選択画面２１０は、上端領域２１０Ａ、中央領域２１０Ｂ及び下端領域２
１０Ｃにより、縦方向に３分割されている。ここで、上端領域２１０Ａ及び下端領域２１
０Ｃの各々は、例えば、画面全体の１／６程度の大きさであり、中央領域２１０Ｂが残り
の４／６程度の大きさであるとする。これら上端領域２１０Ａ、中央領域２１０Ｂ及び下
端領域２１０Ｃの役割については、後述する。
【０２０８】
　ＣＰＵ１１０は、このようなトラック選択画面２１０に、トラックリストを表示させる
。このトラックリストは、不揮発性メモリ１１１に楽曲ファイルとして記憶されているト
ラック（楽曲）のタイトルを、例えば収録したアルバムのタイトルとトラック番号とに基
づいて縦一列に並べたリストである。
【０２０９】
　具体的に、このトラックリストは、トラックを、タイトル順に整理されたアルバムごと
にまとめてトラック番号順に並べたリストである。
【０２１０】
　尚、このトラックリストには、トラックのタイトルにくわえて、アルバムのタイトルが
、各アルバムの先頭トラックのタイトルの前（画面上では上）に挿入されている。
【０２１１】
　すなわち、このトラックリストは、アルバム１のタイトル、アルバム１のトラック番号
１のタイトル、…、トラック番号５のタイトル、アルバム２のタイトル、アルバム２のト
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ラック番号１のタイトル、…のようにして、タイトルが並べられている。
【０２１２】
　トラック選択画面２１０には、このトラックリストの少なくとも一部分が表示される。
実際、図１５は、トラック選択画面２１０に、トラックリストに含まれるタイトルのうち
、５個のトラックのタイトルが表示された例である。
【０２１３】
　ここで、このトラック選択画面２１０では、縦方向へのドラッグで、トラックリストの
スクロール速度（スクロール方向とスクロール速度の値）を制御できるようになっている
。
【０２１４】
　実際、図１６（Ａ）に示すように、画面縦方向へのドラッグが行われたとする。すると
ＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じて、ドラッグの始点から終点へと縦方向に伸びるモ
チカーソルＣｓを画面上に表示させる。尚、このモチカーソルＣｓは、タッチスクリーン
１０２から指が離されてドラッグが終了するまで表示され続ける。
【０２１５】
　ここで、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが縦向きであること
を認識すると、さらにモチカーソルＣｓの終点（すなわちドラッグの終点）が、画面の中
央領域２１０Ｂ内であるかどうかを判定する。ここでモチカーソルＣｓの終点が中央領域
２１０Ｂ内であれば、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、トラッ
クリストのスクロール速度を制御してトラックリストをスクロールさせる。
【０２１６】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが上向きであれば
、トラックリストのスクロール方向を上方向（すなわちタイトルが下に移動する方向）と
する。また一方で、表示させているモチカーソルＣｓの向きが下向きであれば、トラック
リストのスクロール方向を下方向（すなわちタイトルが上に移動する方向）とする。さら
にこのときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど、スクロール速度の値を大きな値に設定
する。
【０２１７】
　この結果、例えば、画面上方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが上に長く伸びて
いれば、トラック選択画面２１０に表示されるトラックリストが、下方向に高速にスクロ
ールすることになる。
【０２１８】
　また、例えば、画面下方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが下に短く伸びていれ
ば、トラック選択画面２１０に表示されるトラックリストが、上方向にゆっくりスクロー
ルすることになる。
【０２１９】
　さらに、このような画面縦方向へのドラッグの後、指をタッチスクリーン１０２から離
さず動かさなければ、モチカーソルＣｓが向きと長さを変えずに表示され続け、このとき
のスクロール速度（スクロール方向とスクロール速度の値）が維持される。
【０２２０】
　このように、トラック選択画面２１０では、モチカーソルＣｓによりドラッグの始点終
点方向と始点終点距離をユーザに示しつつ、モチカーソルＣｓによる操作入力で、トラッ
クリストを所望のスクロール速度でスクロールすることができる。
【０２２１】
　こうすることで、ユーザは、このトラックリストから、所望のトラックのタイトルを容
易に検索することができる。
【０２２２】
　さらにＣＰＵ１１０は、図１６（Ｂ）に示すように、モチカーソルＣｓの終点が上端領
域２１０Ａ内又は下端領域２１０Ｃ内に近づくほど、トラックリストに含まれるタイトル
のうち、トラックのタイトルのみ、その表示サイズを徐々に小さくしていく。
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【０２２３】
　このようにトラックのタイトルの表示サイズが徐々に小さくなることにともなって、蛇
腹が縮んでいくようにして、トラックリストに含まれるアルバムのタイトルの表示間隔が
徐々に狭くなっていく。
【０２２４】
　そして、モチカーソルＣｓの終点が上端領域２１０Ａ内又は下端領域２１０Ｃ内に入っ
たとする。すると、ＣＰＵ１１０は、図１６（Ｃ）に示すように、トラックのタイトルを
最終的に画面から消去して、表示内容をトラックリストのアルバムのタイトルのみのリス
トに遷移させる。このリストを、アルバムリストとも呼ぶ。
【０２２５】
　尚、アルバムリストは、トラックのタイトルの上位階層であるアルバムのタイトルのリ
ストであるから、トラックリストに対して上位階層の情報である。
【０２２６】
　つまり、このとき、ＣＰＵ１１０は、トラック選択画面２１０の表示内容を、トラック
リストから、その上位階層の情報であるアルバムリストに遷移させるようになっている。
【０２２７】
　このように、トラックリストに含まれるタイトルのうち、トラックのタイトルのみ、そ
の表示サイズを徐々に小さくして、最終的に画面から消去することで、画面の表示内容を
トラックリストからアルバムリストに遷移するようにした。
【０２２８】
　こうすることで、このトラック選択画面２１０では、ユーザに、何ら違和感を与えるこ
となく、トラックリストからアルバムリストへとシームレスに遷移することができる。
【０２２９】
　またこのときモチカーソルＣｓについては、このような表示内容の遷移に関わらず、ド
ラッグが終了するまで、トラック選択画面２１０に表示され続ける。
【０２３０】
　すなわちこのときのトラック選択画面２１０には、中央領域２１０Ｂ内から、中央領域
２１０Ｂ外（すなわち上端領域２１０Ａ又は下端領域２１０Ｃ）へと縦方向に伸びるモチ
カーソルＣｓが表示されていることになる。
【０２３１】
　ここで、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの長さが所定の閾値を超え
ている間、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、画面に表示させているアルバムリス
トのスクロール速度を制御してアルバムリストをスクロールさせる。
【０２３２】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが上向きであれば
、アルバムリストのスクロール方向を上方向（すなわちタイトルが下に移動する方向）と
する。また一方で、表示させているモチカーソルＣｓの向きが下向きであれば、アルバム
リストのスクロール方向を下方向（すなわちタイトルが上に移動する方向）とする。さら
にこのときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど、スクロール速度の値を大きな値に設定
する。
【０２３３】
　この結果、例えば、画面上方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが上に長く伸びて
いれば、トラック選択画面２１０に表示されるアルバムリストが、下方向に高速にスクロ
ールすることになる。
【０２３４】
　また、例えば、画面下方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが下に短く伸びていれ
ば、トラック選択画面２１０に表示されるアルバムリストが、上方向にゆっくりスクロー
ルすることになる。
【０２３５】
　さらに、このような画面縦方向へのドラッグの後、指をタッチスクリーン１０２から離
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さず動かさなければ、モチカーソルＣｓが向きと長さを変えずに表示され続け、このとき
のスクロール速度（スクロール方向とスクロール速度の値）が維持される。
【０２３６】
　このように、トラック選択画面２１０では、モチカーソルＣｓによりドラッグの始点終
点方向と始点終点距離をユーザに示しつつ、モチカーソルＣｓによる操作入力で、アルバ
ムリストを所望のスクロール速度でスクロールすることができる。
【０２３７】
　こうすることで、ユーザは、このアルバムリストから、所望のアルバムのタイトルを容
易に検索することができる。
【０２３８】
　ここで、ドラッグがさらに継続され、図１６（Ｄ）に示すように、ドラッグの終点が始
点に近づくことにより、モチカーソルＣｓの長さが所定の閾値以下にまで縮んだとする。
【０２３９】
　するとＣＰＵ１１０は、トラック選択画面２１０の表示内容を、アルバムリストから下
位階層の情報であるトラックリストに遷移させる。
【０２４０】
　具体的に、アルバムリストに含まれるアルバムのタイトルとアルバムのタイトルとの間
に、トラックのタイトルを挿入して表示することで、表示内容を、アルバムリストからト
ラックリストに遷移させる。尚、このときのトラックのタイトルの表示サイズは、例えば
、トラックリストからアルバムリストに遷移する直前の表示サイズと同サイズであるとす
る。
【０２４１】
　そしてＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの長さが短くなるほど、トラックのタイトル
の表示サイズを徐々に大きくしながら元の大きさに戻していく。
【０２４２】
　このようにトラックのタイトルの表示サイズが徐々に大きくなることにともなって、蛇
腹が伸びていくようにして、トラックリストに含まれるアルバムのタイトルの表示間隔が
徐々に広くなっていく。
【０２４３】
　このように、アルバムリストに含まれるアルバムのタイトル間に、トラックのタイトル
を挿入して、その表示サイズを徐々に元の大きさに戻していくようにすることで、表示内
容をトラックリストからアルバムリストに遷移するようにした。
【０２４４】
　こうすることで、このトラック選択画面２１０では、ユーザに、何ら違和感を与えるこ
となく、アルバムリストからトラックリストへとシームレスに遷移することができる。
【０２４５】
　かくして、ユーザは、縦方向へのドラッグのみで、アルバムの検索からトラックの検索
までをスムーズに行うことができる。
【０２４６】
　その後、ドラッグが終了した（すなわち指がタッチスクリーン１０２から離された）と
する。
【０２４７】
　するとＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの終点側を始点側に近づけさせて、縦方向に
伸びていたモチカーソルＣｓを円形になるまで縮ませた後、このモチカーソルＣｓを画面
から消去させる。
【０２４８】
　さらにこのときＣＰＵ１１０は、トラックリストに含まれるトラックのタイトルの表示
サイズを、元の大きさに戻す。尚、ドラッグが終了したときに、アルバムリストを表示さ
せていた場合、ＣＰＵ１１０は、表示内容を、アルバムリストにトラックのタイトルを挿
入するようにして、トラックリストに遷移させるようになっている。
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【０２４９】
　ここで、さらにこのトラック選択画面２１０に表示されているトラックのタイトルうち
の１つがタップされることで、このトラックが選択されたとする。
【０２５０】
　すると、ＣＰＵ１１０は、タップされたトラックのタイトルに対応する楽曲ファイルか
らトラックの音声を得、この音声をヘッドホン端子（図示せず）から出力していく。
【０２５１】
　上述したように、楽曲再生アプリでは、縦方向へのドラッグに応じて縦向きのモチカー
ソルＣｓをトラック選択画面２１０に表示する。そしてこの楽曲再生アプリでは、表示し
ているモチカーソルＣｓの終点が中央領域２１０Ｂ内であれば、このモチカーソルＣｓの
向き（上又は下）と長さに応じて、トラックリストのスクロール方向とスクロール速度の
値を設定する。
【０２５２】
　さらにこの楽曲再生アプリでは、ドラッグに応じてモチカーソルＣｓの終点が中央領域
２１０Ｂから出て上端領域２１０Ａ内又は下端領域２１０Ｃ内に入ると、表示内容を、ト
ラックリストから上位階層の情報であるアルバムリストに遷移させる。
【０２５３】
　このとき、この楽曲再生アプリでは、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、アルバ
ムリストのスクロール方向とスクロール速度の値を設定する。
【０２５４】
　その後、モチカーソルＣｓの長さが所定の閾値以下になると、この楽曲再生アプリでは
、表示内容を、アルバムリストから再び下位階層の情報であるトラックリストに遷移させ
る。
【０２５５】
　このように、この楽曲再生アプリでは、モチカーソルＣｓによる操作入力のみで、トラ
ックリストとアルバムリストを切り換えたり、トラックリスト及びアルバムリストを所望
のスクロール速度でスクロールさせたりすることができる。
【０２５６】
　かくして、ユーザは、アルバムの検索からトラックの検索までを容易に行うことができ
る。
【０２５７】
　次に静止画像を再生するアプリ（静止画像再生アプリとも呼ぶ）での、モチカーソルＣ
ｓによる操作入力について詳しく説明する。
【０２５８】
　ＣＰＵ１１０は、タッチスクリーン１０２に静止画像再生アプリの起動に対応するアイ
コンを表示させた状態で、このアイコンがタップされると、このタッチ操作を、静止画像
再生アプリを起動する操作入力として受け付ける。
【０２５９】
　そしてＣＰＵ１１０は、不揮発性メモリ１１１から、静止画像再生アプリのプログラム
を読み出して実行することで、静止画像再生アプリを起動する。
【０２６０】
　静止画像再生アプリを起動すると、ＣＰＵ１１０は、不揮発性メモリ１１１に静止画像
ファイルとして記憶されている静止画像のサムネイルをタッチスクリーン１０２に一覧表
示させる。
【０２６１】
　さらにＣＰＵ１１０は、一覧表示させたサムネイルのうちの１つがタップされると、こ
のタッチ操作を、静止画像を再生する操作入力として受け付ける。
【０２６２】
　そしてＣＰＵ１１０は、タップされたサムネイルに対応する静止画像ファイルから静止
画像を得る。
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【０２６３】
　さらにこのときＣＰＵ１１０は、図１７に示す静止画像再生画面２２０をタッチスクリ
ーン１０２に表示させる。尚、この静止画像再生画面２２０は、横長の画面であり、横向
きでの使用を想定して、横長のタッチスクリーン１０２の全面に表示されるようになって
いる。
【０２６４】
　この静止画像再生画面２２０には、静止画像がほぼ画面一杯に表示されるようになって
いる。またこの静止画像再生画面２２０は、下端に、パレット２２１の上端部分が表示さ
れ、この上端部分をタッチして画面上方向へのドラッグを行うことで、パレット２２１を
静止画像再生画面２２０上に引き出して表示できるようにもなっている。このパレット２
２１は、静止画像のパラメータである輝度及び彩度を調整する為のパレット（これを輝度
彩度パレットとも呼ぶ）であり、詳しくは後述する。
【０２６５】
　この静止画像再生画面２２０では、表示されている静止画像に対する縦方向へのドラッ
グで、静止画像のパラメータであるズーム率（拡大率／縮小率）の調整速度（調整方向と
調整速度の値）を制御できるようになっている。
【０２６６】
　実際、図１８（Ａ）に示すように、静止画像の任意の箇所が所定時間以上タッチされ続
けたとする。因みに、所定時間以上のタッチを長押しとも呼び、所定時間未満のタッチを
短押しとも呼ぶ。
【０２６７】
　するとＣＰＵ１１０は、静止画像の長押しされた位置に、この位置を中心とする円形の
モチカーソルＣｓを表示させる。この位置が、モチカーソルＣｓの始点となる。またこれ
とともに、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの左側近傍に、ドラッグによる操作入力が
静止画像のズーム率の調整に切り替わったことを示す縦長長方形状のズームインジケータ
Ｚｉを表示させる。
【０２６８】
　このズームインジケータＺｉは、例えば半透明であり、静止画像再生画面２２０に表示
されている静止画像が透けて見えるようになっている。また、このズームインジケータＺ
ｉには、上部分に「＋」という文字が表示され、下部分に「－」という文字が表示されて
いる。これにより、ズームインジケータＺｉは、画面上方向へのドラッグがズーム率のプ
ラス（すなわちズームイン（拡大））に対応し、画面下方向へのドラッグがズーム率のマ
イナス（すなわちズームアウト（縮小））に対応していることを示している。
【０２６９】
　またこのときＣＰＵ１１０は、静止画像再生画面２２０を縦方向に３分割する上方領域
２２０Ａ、中央領域２２０Ｂ及び下方領域２２０Ｃを設定する。ここでＣＰＵ１１０は、
中央領域２００Ｂを、静止画像の長押しされた位置を縦方向の中心とすると共に縦方向に
所定の長さ（例えば画面の縦方向の長さの１／３程度）でなるように設定し、残りの領域
を上方領域２００Ａ及び下方領域２００Ｃとして設定する。
【０２７０】
　中央領域２２０ＢとズームインジケータＺｉとでは、縦方向の位置及び長さが一致する
ようになっている。これによりズームインジケータＺｉは、中央領域２００Ｂの縦方向の
範囲を示すようにもなっている。
【０２７１】
　尚、これらモチカーソルＣｓ及びズームインジケータＺｉは、タッチスクリーン１０２
から指が離されるまで表示される。
【０２７２】
　そして、長押ししている指を離さずに、図１８（Ｂ）に示すように、画面縦方向へのド
ラッグが行われたとする。するとＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じて、モチカーソル
Ｃｓを、ドラッグの始点（すなわち最初に長押しされた位置）から終点へと縦方向に引き
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伸ばす。
【０２７３】
　ここでＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きが縦向きであることを認識すると、静
止画像再生画面２２０の中心をズームの中心とし、ドラッグに応じて静止画像のズーム率
（拡大率／縮小率）を調整する。
【０２７４】
　具体的にＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの終点（すなわちドラッグの終点）が、画
面の中央領域２２０Ｂ内であるか外であるかを判別する。
【０２７５】
　ここでモチカーソルＣｓの終点が中央領域２２０Ｂ内であれば、ＣＰＵ１１０は、ドラ
ッグされた分、静止画像のズーム率を増減させる。
【０２７６】
　具体的にＣＰＵ１１０は、ドラッグの方向が画面上方向であれば、静止画像のズーム率
を大きくし、ドラッグの方向が画面下方向であれば、静止画像のズーム率を小さくする。
【０２７７】
　このときＣＰＵ１１０は、ドラッグの終点の縦方向の位置に応じて、ズーム率を増減す
る値を設定する。このズーム率を増減する値は、ドラッグの終点の縦方向の位置の変化が
大きいほど大きくなる。
【０２７８】
　このように、ドラッグされた分だけズーム率が上げ下げされるようになっているので、
指がタッチされ続けていても指が静止している間は、ズーム率が増減されないようになっ
ている。
【０２７９】
　こうすることで、例えば、画面上方向へドラッグされれば、ドラッグされた分静止画像
のズーム率が上がり、静止画像再生画面２２０に表示されている静止画像が拡大される。
【０２８０】
　また、例えば、画面下方向へドラッグされれば、ドラッグされた分静止画像のズーム率
が下がり、静止画像再生画面２２０に表示されている静止画像が縮小される。
【０２８１】
　さらに、例えば、指がタッチされ続けていても指が静止している間は、静止画像のズー
ム率が増減されず、静止画像再生画面２２０に表示されている静止画像は拡大も縮小もさ
れない。
【０２８２】
　また、画面縦方向のドラッグが継続されて、例えば図１８（Ｃ）に示すように、モチカ
ーソルＣｓの終点が画面の中央領域２２０Ｂ外（すなわち上方領域２２０Ａ又は下方領域
２００Ｃ内）に出たとする。
【０２８３】
　するとＣＰＵ１１０は、静止画像のズーム率の調整を、ドラッグされた分ズーム率を増
減させるものから、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じてズーム率の調整速度を制御し
てズーム率を増減させ続けるものに切り換える。
【０２８４】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが上向きであれば
、ズーム率の調整方向をズームイン（拡大）する方向（すなわちズーム率が１００％から
増加する方向）とする。また一方で、表示させているモチカーソルＣｓの向きが下向きで
あれば、ズーム率の調整方向をズームアウト（縮小）する方向（すなわちズーム率が１０
０％から減少する方向）とする。さらにこのときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど、
ズーム率（拡大率／縮小率）の調整速度の値を大きな値に設定する。
【０２８５】
　そしてＣＰＵ１１０は、静止画像のズーム率の調整を切り換える直前（すなわちモチカ
ーソルＣｓの終点が中央領域２２０Ｂ外に出る直前）のズーム率から、このように設定し
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た調整速度で所定時間ごとにズーム率を増減させ続ける。
【０２８６】
　これにより、ユーザに違和感を与えることなく、静止画像のズーム率の調整を、ドラッ
グされた分ズーム率を増減させるものから、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じてズー
ム率の調整速度を設定してズーム率を増減させ続けるものへとシームレスに切り換える。
【０２８７】
　この結果、例えば、モチカーソルＣｓが上に長く伸びていれば、静止画像のズーム率が
素早く大きくなっていくことになる。これにより、静止画像再生画面２２０に表示されて
いる静止画像が素早く拡大されていく。
【０２８８】
　また、例えば、モチカーソルＣｓが下に長く伸びていれば、静止画像のズーム率が素早
く大きくなっていくことになる。これにより、静止画像再生画面２２０に表示されている
静止画像が素早く縮小されていく。
【０２８９】
　さらに、このような画面縦方向へのドラッグの後、指をタッチスクリーン１０２から離
さず動かさなければ、モチカーソルＣｓが向きと長さを変えずに表示され続け、このとき
の調整速度（調整方向と調整速度の値）が維持される。
【０２９０】
　このように、静止画像再生画面２２０では、モチカーソルＣｓによりドラッグの始点終
点方向と始点終点距離をユーザに示しつつ、モチカーソルＣｓによる操作入力で、静止画
像のズーム率を所望の調整速度で調整することができる。
【０２９１】
　その後、指が離されずにドラッグが継続され、モチカーソルＣｓの終点が中央領域２２
０Ｂ外から再び中央領域２２０Ｂ内に戻ったとする。
【０２９２】
　このときＣＰＵ１１０は、静止画像のズーム率の調整を、モチカーソルＣｓの向きと長
さに応じてズーム率の調整速度を制御してズーム率を増減させ続けるものから、ドラッグ
された分ズーム率を増減させるものに切り換える。
【０２９３】
　具体的にＣＰＵ１１０は、静止画像のズーム率の調整を切り換える直前（すなわちモチ
カーソルＣｓの終点が中央領域２２０Ｂ内に戻る直前）のズーム率から、上述と同様にし
て、ドラッグされた分ズーム率を増減させる。
【０２９４】
　これにより、ユーザに違和感を与えることなく、静止画像のズーム率の調整を、モチカ
ーソルＣｓの向きと長さに応じてズーム率の調整速度を設定してズーム率を増減させ続け
るものから、ドラッグされた分ズーム率を増減させるものへとシームレスに切り換える。
【０２９５】
　また、指が離されてドラッグが終了したとする。このときＣＰＵ１１０は、モチカーソ
ルＣｓを円形になるまで縮ませた後、画面から消去させ、ズーム率の調整を終了する。尚
、ＣＰＵ１１０は、ズーム率の調整速度を設定していた場合には、ズーム率の調整速度を
０にリセットする。以降、ドラッグが終了する直前のズーム率が維持される。
【０２９６】
　このように、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの終点が中央領域２２０Ｂ内にあるか
否かにより、ドラッグされた分ズーム率を増減させるのか又はドラッグに応じてズーム率
の調整速度を設定してズーム率を増減させ続けるのかを切り換えるようにした。
【０２９７】
　これにより静止画像再生画面２２０では、ドラッグされた分、ズーム率を増減させるよ
うにすれば、ズーム率を容易に調整できる。また静止画像再生画面２２０では、ドラッグ
に応じてズーム率の調整速度を設定してズーム率を増減させ続けるようにすれば、１回の
ドラッグでズーム率の調整範囲を限定することなく、ズーム率を調整できる。
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【０２９８】
　そのうえ静止画像再生画面２２０では、これらの切り換えをモチカーソルＣｓの終点（
すなわちドラッグの終点）を中央領域２２０Ｂから出したり入れたりするだけで行うこと
ができる。したがって、これらの切り換えのための操作を別途行うことなく、ズーム率の
調整をするためのドラッグの中でこれらの切り換えを合わせて行うことができる。
【０２９９】
　これにより静止画像再生画面２２０では、１回のドラッグ（すなわちタッチスクリーン
１０２に指をタッチしてから離すまでのドラッグ）で、ズーム率の調整範囲を限定するこ
となく、容易にズーム率を調整することができる。
【０３００】
　したがって、例えば、ズーム率を大きく変化させたいときは、まず、モチカーソルＣｓ
を長く伸ばしてその終点を中央領域２２０Ｂ外に出すことで、ドラッグに応じてズーム率
の調整速度が設定されズーム率が増減され続けるように切り換えればよい。これにより、
１回のドラッグでズーム率を大きく変化させることができるので、所望のズーム率の近傍
までズーム率を大まかに調整することができる。
【０３０１】
　その後、ユーザは、モチカーソルＣｓを縮めてその終点を中央領域２２０Ｂ内に戻すこ
とで、ドラッグされた分ズーム率が増減されるように切り換えればよい。これにより、容
易にズーム率を調整することができるので、ズーム率の微調整なども容易に行うことがで
きる。
【０３０２】
　このように静止画像再生画面２２０では、ズーム率の大まかな調整から微調整までの一
連の操作を、１回のドラッグのみで容易に行うことができる。
【０３０３】
　また静止画像再生画面２２０では、静止画像の任意の箇所が長押しされると、長押しさ
れた位置にモチカーソルＣｓを表示させるとともに、モチカーソルＣｓの近傍にズームイ
ンジケータＺｉを表示させるようにした。
【０３０４】
　これにより、中央領域２００Ｂの縦方向の範囲を示すズームインジケータＺｉからモチ
カーソルＣｓが縦方向にはみだしているか否かを確認して、ユーザに、中央領域２００Ｂ
内にドラッグの終点があるか否かを区別することができる。したがって、ユーザは、ズー
ムインジケータＺｉとモチカーソルＣｓを目視しながら、ドラッグされた分ズーム率を増
減させるのか又はドラッグに応じてズーム率の調整速度を設定してズーム率を増減させ続
けるのかを、所望に応じて切り換えることができる。
【０３０５】
　またズームインジケータＺｉがモチカーソルＣｓの左側近傍に表示されることにより、
縦方向のドラッグが行われても、指によってズームインジケータＺｉが隠れないので、ユ
ーザは、ドラッグしながらズームインジケータＺｉを確認することができる。
【０３０６】
　またこの静止画像再生画面２２０では、長押しせずに、短押しから任意の方向へのドラ
ッグ（フリックでも可）を行うことで、表示している静止画像をスクロールできるように
もなっている。
【０３０７】
　実際、短押しから任意の方向へのドラッグ（又はフリック）が行われたとする。すると
ＣＰＵ１１０は、このドラッグの方向と長さ（又はフリックの方向と速さ）に応じて、静
止画像のスクロールを制御して静止画像をスクロールさせる。
【０３０８】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、ドラッグ（又はフリック）の方向とは反対の方向に、ドラ
ッグの長さに応じた分（又はフリックの速さに応じた分）だけ静止画像をスクロールさせ
る。
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【０３０９】
　このように、この静止画像再生画面２２０では、長押しにより、ドラッグによる操作入
力を、ズーム率の調整又はスクロールに切り換えることができるようになっている。
【０３１０】
　さらに、この静止画像再生画面２２０では、静止画像の任意の箇所が長押しされると、
モチカーソルＣｓ及びズームインジケータＺｉを表示するようにした。こうすることで、
ドラッグによる操作入力がズーム率の調整に切り換わった旨をユーザに認識させることが
できる。
【０３１１】
　また一方で、静止画像再生画面２２０の下端に表示されている輝度彩度パレット２２１
の上端部分がタッチされ、画面上方向へのフリック（ドラッグでも可）が行われたとする
。
【０３１２】
　すると、ＣＰＵ１１０は、図１９（Ａ）に示すように、このフリックに応じて、静止画
像再生画面２２０の下端から上方向に、輝度彩度パレット２２１を引き出す。
【０３１３】
　この輝度彩度パレット２２１は、横幅が、静止画像再生画面２２０の横幅と同サイズで
あり、例えば、静止画像再生画面２２０の下端から上端まで（すなわち画面全体）を覆う
ように引き出されるようになっている。
【０３１４】
　さらにこの輝度彩度パレット２２１は、輝度を調整するときに利用される左側の領域２
２１Ｌと、彩度を調整するときに利用される右側の領域２２１Ｒとで２分割されている。
尚、左側の領域２２１Ｌを輝度設定領域とも呼び、右側の領域２２１Ｒを彩度設定領域と
も呼ぶ。
【０３１５】
　さらにこれら輝度設定領域２２１Ｌ及び彩度設定領域２２１Ｒの各々は、外枠以外の部
分が透明であり、静止画像再生画面２２０に表示されている静止画像が透けて見えるよう
になっている。
【０３１６】
　また輝度設定領域２２１Ｌには、「輝度」という文字が表示され、彩度設定領域２２１
Ｒには、「彩度」という文字が表示されるようになっている。
【０３１７】
　この輝度彩度パレット２２１では、輝度設定領域２２１Ｌ内を始点とする縦方向へのド
ラッグで、静止画像の輝度を調整でき、彩度設定領域２２１Ｒ内を始点とする縦方向への
ドラッグで、静止画像の彩度を調整できるようになっている。
【０３１８】
　実際、図１９（Ｂ）及び（Ｃ）に示すように、輝度領設定域２２１Ｌ内がタッチされ、
画面縦方向へのドラッグが行われたとする。するとＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じ
て、ドラッグの始点から終点へと縦方向に伸びるモチカーソルＣｓを画面上に表示させる
。
【０３１９】
　ここで、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが縦向きであること
を認識すると、このときのモチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、表示させている静止
画像の輝度の調整速度（調整方向と調整速度の値）を制御する。
【０３２０】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが上向きであれば
、輝度の調整方向を、輝度を上げる方向とする。また一方で、表示させているモチカーソ
ルＣｓの向きが下向きであれば、輝度の調整方向を、輝度を下げる方向とする。さらにこ
のときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど、輝度の調整速度の値を大きな値に設定する
。
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【０３２１】
　この結果、例えば、画面上方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが上に長く伸びて
いれば、表示されている静止画像の輝度が一気に上がっていくことになる。
【０３２２】
　また、例えば、画面下方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが下に短く伸びていれ
ば、表示されている静止画像の輝度がゆっくり下がっていくことになる。
【０３２３】
　さらに、このような画面縦方向へのドラッグの後、指をタッチスクリーン１０２から離
さず動かさなければ、モチカーソルＣｓが向きと長さを変えずに表示され続け、このとき
の調整速度（調整方向と調整速度の値）が維持される。
【０３２４】
　これに対して、図１９（Ｄ）及び（Ｅ）に示すように、彩度設定領域２２１Ｒ内がタッ
チされ、画面縦方向へのドラッグが行われたとする。するとＣＰＵ１１０は、このドラッ
グに応じて、ドラッグの始点から終点へと縦方向に伸びるモチカーソルＣｓを画面上に表
示させる。
【０３２５】
　ここで、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが縦向きであること
を認識すると、このときのモチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、表示させている静止
画像の彩度の調整速度を制御する。
【０３２６】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きが上向きであれば
、彩度の調整方向を、彩度を上げる方向とする。また一方で、表示させているモチカーソ
ルＣｓの向きが下向きであれば、彩度の調整方向を、彩度を下げる方向とする。さらにこ
のときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど、彩度の調整速度の値を大きな値に設定する
。
【０３２７】
　この結果、例えば、画面上方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが上に長く伸びて
いれば、表示されている静止画像の彩度が一気に上がっていくことになる。
【０３２８】
　また、例えば、画面下方向へのドラッグによりモチカーソルＣｓが下に短く伸びていれ
ば、表示されている静止画像の彩度がゆっくり下がっていくことになる。
【０３２９】
　さらに、このような画面縦方向へのドラッグの後、指をタッチスクリーン１０２から離
さず動かさなければ、モチカーソルＣｓが向きと長さを変えずに表示され続け、このとき
の調整速度が維持される。
【０３３０】
　このように、この輝度彩度パレット２２１では、モチカーソルＣｓによりドラッグの始
点終点方向と始点終点距離をユーザに示しつつ、モチカーソルＣｓによる操作入力で、輝
度や彩度を所望の調整速度で調整することができる。
【０３３１】
　また輝度彩度パレット２２１は、外枠以外の部分が透明であることにより、この輝度彩
度パレット２２１の下に表示されている静止画像を視認しながら、輝度や彩度を調整する
ことができる。
【０３３２】
　その後、ドラッグが終了すると、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの終点側を始点側
に近づけさせて、縦方向に伸びていたモチカーソルＣｓを円形になるまで縮ませた後、こ
のモチカーソルＣｓを画面から消去させ、輝度又は彩度の調整を終了する。以降、ドラッ
グが終了する直前の輝度又は彩度が維持される。
【０３３３】
　上述したように、静止画像再生アプリでは、静止画像再生画面２２０に表示している静
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止画像の任意の箇所が長押しされると、長押しされた位置に、円形のモチカーソルＣｓを
表示する。またこのとき静止画像再生アプリでは、ドラッグによる操作入力を、静止画像
のスクロールからズーム率の調整に切り換える。
【０３３４】
　そしてこの静止画像再生アプリでは、縦方向へのドラッグが行われると、これに応じて
表示させているモチカーソルＣｓを縦方向に引き伸ばすとともに、このドラッグに応じて
静止画像のズーム率を調整する。
【０３３５】
　またこの静止画像再生アプリでは、長押しされずにドラッグ（フリックでも可）が行わ
れると、ドラッグに応じて、静止画像再生画面２２０に表示している静止画像をスクロー
ルする。
【０３３６】
　このように、この静止画像再生アプリでは、長押しにより、ドラッグによる操作入力を
、ズーム率の調整又はスクロールに切り換えることができ、ドラッグのみでズーム率の調
整及び静止画像のスクロールを行うことができる。
【０３３７】
　またこの静止画像再生アプリでは、輝度彩度パレット２２１上で、縦方向へのドラッグ
が行われると、これに応じて、縦向きのモチカーソルＣｓを表示する。
【０３３８】
　ここで、この静止画像再生アプリでは、ドラッグの始点が輝度彩度パレット２２１の輝
度領域２２１Ｌ内であれば、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、静止画像の輝度の
調整方向と調整速度の値を設定する。
【０３３９】
　また一方で、この静止画像再生アプリでは、ドラッグの始点が、彩度領域２２１Ｒ内で
あれば、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、静止画像の彩度の調整方向と調整速度
の値を設定する。
【０３４０】
　このように、この静止画像再生アプリでは、輝度彩度パレット２２１上でのドラッグの
始点の位置により、ドラッグによる操作入力を、静止画像の輝度の調整又は彩度の調整に
切り換えることができるようになっている。
【０３４１】
　そのうえで、この静止画像再生アプリでは、縦方向へのドラッグにともなうモチカーソ
ルＣｓによる操作入力のみで、静止画像の輝度や彩度を、調整方向と調整速度の値を自由
に代えながら調整することができる。
【０３４２】
　ここまで説明したように、携帯端末１００は、動画像の再生、表示内容の切り換え、各
種リストのスクロール、各種パラメータの調整などを、ドラッグにともなうモチカーソル
Ｃｓによる操作入力のみで容易に行うことができるようになっている。
【０３４３】
［２－４．操作入力処理手順］
　次に、携帯端末１００が、モチカーソルＣｓによる操作入力に応じて実行する具体的な
処理の手順（これを操作入力処理手順）について説明する。
【０３４４】
［２－４－１．動画像再生アプリでの操作入力処理手順］
　ここでまず動画像再生アプリで、チャプタの再生、チャプタ及びチャプタリストの切り
換え、チャプタリストのスクロールを行う場合の、操作入力処理手順について、図２０に
示すフローチャートを用いて説明する。
【０３４５】
　尚、図２０に示す操作入力処理手順ＲＴ１は、携帯端末１００のＣＰＵ１１０が、不揮
発性メモリ１１１に格納されている動画像再生アプリのプログラムにしたがって実行する
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処理の手順である。
【０３４６】
　ＣＰＵ１１０は、動画像再生アプリを起動して、一覧表示させた動画像のサムネイルの
うちの１つがタップされると、この操作入力処理手順ＲＴ１を開始して、ステップＳＰ１
に移る。ステップＳＰ１においてＣＰＵ１１０は、タッチパネル１０２Ｂからの入力信号
をもとに、タッチパネル１０２Ｂに対するタッチ操作があるか否かを判別する。
【０３４７】
　ここで否定結果を得ると、このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ２に移り、タップさ
れたサムネイルに対応する動画像を順方向に１倍速で再生（すなわち通常再生）し、再び
ステップＳＰ１に戻る。
【０３４８】
　これに対して、上述のステップＳＰ１で肯定結果を得ると、ＣＰＵ１１０は、ステップ
ＳＰ３に移る。ステップＳＰ３においてＣＰＵ１１０は、このときのタッチ操作に応じて
適宜モチカーソルＣｓを表示させると共に、このときのタッチ操作が画面横方向へのドラ
ッグであるか否かを判別する。
【０３４９】
　ここで否定結果を得ると、ＣＰＵ１１０は、再びステップＳＰ１に戻る。これに対して
、このステップＳＰ３で肯定結果を得ると、ＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ４に移る。
【０３５０】
　ステップＳＰ４においてＣＰＵ１１０は、現在の表示内容が、チャプタであるか否かを
判別する。このステップＳＰ４で肯定結果を得ると、このときＣＰＵ１１０は、ステップ
ＳＰ５に移る。
【０３５１】
　ステップＳＰ５においてＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの終点（す
なわちドラッグの終点）が、左端領域２００Ａ内又は右端領域２００Ｃ内であるか否かを
判別する。
【０３５２】
　ここで否定結果を得ると、このことは、現在の表示内容がチャプタで、モチカーソルＣ
ｓの終点が、左端領域２００Ａ外又は右端領域２００Ｃ外（すなわち中央領域２００Ｂ内
）であることを意味する。
【０３５３】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ６に移り、表示させているモチカーソルＣｓの
向きと長さに応じて、チャプタの再生速度を制御し、再びステップＳＰ１に戻る。
【０３５４】
　これに対して、上述のステップＳＰ５で肯定結果を得ると、このことは、現在の表示内
容がチャプタで、モチカーソルＣｓの終点が、左端領域２００Ａ内又は右端領域２００Ｃ
内（すなわち中央領域２００Ｂ外）であることを意味する。
【０３５５】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ７に移り、表示内容をチャプタから上位階層の
情報であるチャプタリストに遷移させ、再びステップＳＰ１に戻る。
【０３５６】
　また一方で、上述のステップＳＰ４で否定結果を得ると、このことは、現在の表示内容
がチャプタリストであることを意味する。
【０３５７】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ８に移り、表示させているモチカーソルＣｓの
向きと長さに応じて、チャプタリストのスクロール速度を制御し、再びステップＳＰ１に
戻る。
【０３５８】
　このような操作入力処理手順ＲＴ１にしたがって、ＣＰＵ１１０は、ドラッグにともな
うモチカーソルＣｓによる操作入力に応じて、チャプタの再生、チャプタ及びチャプタリ
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ストの切り換え、チャプタリストのスクロールを行うようになっている。
【０３５９】
　つづけて、動画像再生アプリで、音量の調整を行う場合の、操作入力処理手順について
、図２１に示すフローチャートを用いて説明する。
【０３６０】
　尚、図２１に示す操作入力処理手順ＲＴ２も、携帯端末１００のＣＰＵ１１０が、不揮
発性メモリ１１１に格納されている動画像再生アプリのプログラムにしたがって実行する
処理の手順である。
【０３６１】
　ＣＰＵ１１０は、動画像再生アプリを起動して、一覧表示させた動画像のサムネイルの
うちの１つがタップされると、この操作入力処理手順ＲＴ２を開始して、ステップＳＰ１
０に移る。ステップＳＰ１０においてＣＰＵ１１０は、タッチパネル１０２Ｂからの入力
信号をもとに、タッチパネル１０２Ｂに対するタッチ操作があるか否かを判別する。
【０３６２】
　このステップＳＰ１０においてＣＰＵ１１０は、肯定結果を得るまで待ち受け、肯定結
果を得ると、ステップＳＰ１１に移る。
【０３６３】
　ステップＳＰ１１においてＣＰＵ１１０は、このときのタッチ操作に応じて適宜モチカ
ーソルＣｓを表示させると共に、このときのタッチ操作が画面縦方向へのドラッグである
か否かを判別する。
【０３６４】
　このステップＳＰ１１で否定結果を得ると、このときＣＰＵ１１０は、再びステップＳ
Ｐ１０に戻る。これに対して、このステップＳＰ１１で肯定結果を得ると、このときＣＰ
Ｕ１１０は、ステップＳＰ１２に移る。
【０３６５】
　ステップＳＰ１２においてＣＰＵ１１０は、このとき表示させているモチカーソルＣｓ
の向きが上向きであるか（すなわちドラッグの終点が始点より上方にあるか）否かを判別
する。
【０３６６】
　このステップＳＰ１２で肯定結果を得ると、このことは、モチカーソルＣｓの向きが上
向き（すなわちドラッグの終点が始点より上方）であることを意味する。
【０３６７】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ１３に移り、このとき表示させているモチカー
ソルＣｓの向き（上向き）と長さに応じた調整速度で音量をアップさせ、再びステップＳ
Ｐ１０に戻る。
【０３６８】
　これに対して、上述のステップＳＰ１２で否定結果を得ると、このことは、モチカーソ
ルＣｓの向きが下向き（すなわちドラッグの終点が始点より下方）であることを意味する
。
【０３６９】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ１４に移り、表示させているモチカーソルＣｓ
の向き（下向き）と長さに応じた調整速度で音量をダウンさせ、再びステップＳＰ１０に
戻る。
【０３７０】
　このような操作入力処理手順ＲＴ２にしたがって、ＣＰＵ１１０は、ドラッグにともな
うモチカーソルＣｓによる操作入力に応じて、音量の調整を行うようになっている。
【０３７１】
［２－４－２．楽曲再生アプリでの操作入力処理手順］
　次に、楽曲再生アプリで、トラックリスト及びアルバムリストの切り換え、トラックリ
スト及びアルバムリストのスクロールを行う場合の、操作入力処理手順について、図２２
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に示すフローチャートを用いて説明する。
【０３７２】
　尚、図２２に示す操作入力処理手順ＲＴ３は、携帯端末１００のＣＰＵ１１０が、不揮
発性メモリ１１１に格納されている楽曲再生アプリのプログラムにしたがって実行する処
理の手順である。
【０３７３】
　ＣＰＵ１１０は、楽曲再生アプリを起動すると、この操作入力処理手順ＲＴ３を開始し
て、ステップＳＰ２０に移る。ステップＳＰ２０においてＣＰＵ１１０は、タッチパネル
１０２Ｂからの入力信号をもとに、タッチパネル１０２Ｂに対するタッチ操作があるか否
かを判別する。
【０３７４】
　このステップＳＰ２０で否定結果を得ると、このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ２
１に移り、トラック選択画面２１０にトラックリストを表示させて、再びステップＳＰ２
０に戻る。
【０３７５】
　これに対して、上述のステップＳＰ２０で肯定結果を得ると、ＣＰＵ１１０は、ステッ
プＳＰ２２に移る。ステップＳＰ２２においてＣＰＵ１１０は、このときのタッチ操作に
応じて適宜モチカーソルＣｓを表示させると共に、このときのタッチ操作が画面縦方向へ
のドラッグであるか否かを判別する。
【０３７６】
　このステップＳＰ２２で否定結果を得ると、ＣＰＵ１１０は、再びステップＳＰ２０に
戻る。これに対して、このステップＳＰ２２で肯定結果を得ると、ステップＳＰ２３に移
る。
【０３７７】
　ステップＳＰ２３においてＣＰＵ１１０は、現在の表示内容が、トラックリストである
か否かを判別する。このステップＳＰ２３で肯定結果を得ると、このときＣＰＵ１１０は
、ステップＳＰ２４に移る。
【０３７８】
　ステップＳＰ２４においてＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの終点（
すなわちドラッグの終点）が、上端領域２１０Ａ内又は下端領域２１０Ｃ内であるか否か
を判別する。
【０３７９】
　このステップＳＰ２４で否定結果を得ると、このことは、現在の表示内容がトラックリ
ストで、モチカーソルＣｓの終点が、上端領域２１０Ａ内でも下端領域２１０Ｃ内でもな
く中央領域２１０Ｂ内であることを意味する。
【０３８０】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ２５に移り、表示させているモチカーソルＣｓ
の向きと長さに応じて、トラックリストのスクロール速度を制御し、再びステップＳＰ２
０に戻る。
【０３８１】
　これに対して、上述のステップＳＰ２４で肯定結果を得ると、このことは、現在の表示
内容がトラックリストで、モチカーソルＣｓの終点が、上端領域２１０Ａ内又は下端領域
２１０Ｃ内（すなわち中央領域２１０Ｂ外）であることを意味する。
【０３８２】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ２６に移り、表示内容をトラックリストから上
位階層の情報であるアルバムリストに遷移させ、再びステップＳＰ２０に戻る。
【０３８３】
　また一方で、上述のステップＳＰ２３で否定結果を得ると、このことは、現在の表示内
容がアルバムリストであることを意味する。
【０３８４】
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　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ２７に移り、表示させているモチカーソルＣｓ
の長さが所定の閾値を超えているか否かを判別する。
【０３８５】
　このステップＳＰ２７で肯定結果を得ると、このことは、現在の表示内容がアルバムリ
ストで、モチカーソルＣｓの長さが、所定の閾値を超えていることを意味する。
【０３８６】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ２８に移り、モチカーソルＣｓの向きと長さに
応じて、アルバムリストのスクロール速度を制御し、再びステップＳＰ２０に戻る。
【０３８７】
　これに対して、上述のステップＳＰ２７で否定結果を得ると、このことは、現在の表示
内容がアルバムリストで、モチカーソルＣｓの長さが、所定の閾値以下であることを意味
する。
【０３８８】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ２９に移り、表示内容をアルバムリストから下
位階層の情報であるトラックリストに遷移させ、再びステップＳＰ２０に戻る。
【０３８９】
　このような操作入力処理手順ＲＴ３にしたがって、ＣＰＵ１１０は、ドラッグにともな
うモチカーソルＣｓによる操作入力に応じて、表示内容の切り換え、トラックリスト及び
アルバムリストのスクロールを行うようになっている。
【０３９０】
［２－４－３．静止画像再生アプリでの操作入力処理手順］
　次に、静止画像再生アプリで、静止画像のパラメータであるズーム率の調整を行う場合
の、操作入力処理手順について、図２３に示すフローチャートを用いて説明する。
【０３９１】
　尚、図２３に示す操作入力処理手順ＲＴ４は、携帯端末１００のＣＰＵ１１０が、不揮
発性メモリ１１１に格納されている静止画像再生アプリのプログラムにしたがって実行す
る処理の手順である。
【０３９２】
　ＣＰＵ１１０は、静止画像再生アプリの起動後、静止画像再生画面２２０を表示させて
いるときに、表示させている静止画像の任意の箇所が長押しされると、モチカーソルＣｓ
を表示させ、この操作入力処理手順ＲＴ４を開始して、ステップＳＰ３０に移る。
【０３９３】
　ステップＳＰ３０においてＣＰＵ１１０は、タッチパネル１０２Ｂからの入力信号をも
とに、指が離されたか否かを判別する。
【０３９４】
　このステップＳＰ３０で否定結果を得ると、このことは、長押し後、継続して指がタッ
チされ続けていることを意味する。
【０３９５】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ３１に移り、タッチパネル１０２Ｂからの入力
信号をもとに、縦方向のドラッグが行われたか否かを判別する。
【０３９６】
　このステップＳＰ３１で否定結果を得ると、ＣＰＵ１１０は、再びステップＳＰ３０に
戻る。これに対して、このステップＳＰ３１で肯定結果を得ると、ＣＰＵ１１０は、縦方
向へのドラッグに応じて表示させているモチカーソルＣｓを縦方向に伸び縮みさせ、ステ
ップＳＰ３２に移る。
【０３９７】
　ステップＳＰ３２においてＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの終点（
すなわちドラッグの終点）が、中央領域２２０Ｂ内であるか否かを判別する。
【０３９８】
　このステップＳＰ３２で肯定結果を得ると、このことは、モチカーソルＣｓの終点（す
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なわちドラッグの終点）が中央領域２２０Ｂ内であることを意味する。
【０３９９】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ３３に移り、このとき行われたドラッグの方向
が上方向であるか否かを判別する。
【０４００】
　このステップＳＰ３３で肯定結果を得ると、このことは、このとき行われたドラッグの
方向が上方向であることを意味する。
【０４０１】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ３４に移り、ドラッグの終点の位置に応じて、
静止画像のズーム率を大きく（ズームイン）して、再びステップＳＰ３０に戻る。
【０４０２】
　これに対して、上述のステップＳＰ３３で否定結果を得ると、このことは、このとき行
われたドラッグの方向が下方向であることを意味する。
【０４０３】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ３５に移り、ドラッグの終点の位置に応じて、
静止画像のズーム率を小さく（ズームアウト）して、再びステップＳＰ３０に戻る。
【０４０４】
　また一方で、上述のステップＳＰ３２で否定結果を得ると、このことは、表示させてい
るモチカーソルＣｓの終点（すなわちドラッグの終点）が、中央領域２２０Ｂ外であるこ
とを意味する。
【０４０５】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ３６に移り、表示させているモチカーソルＣｓ
の向きが上向きであるか（すなわちドラッグの終点が始点より上方にあるか）否かを判別
する。
【０４０６】
　このステップＳＰ３６で肯定結果を得ると、このことは、モチカーソルＣｓの向きが上
向き（すなわちドラッグの終点が始点より上方）であることを意味する。
【０４０７】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ３７に移り、表示させているモチカーソルＣｓ
の向き（上向き）と長さに応じた調整速度で、静止画像のズーム率を大きく（ズームイン
）し、再びステップＳＰ３０に戻る。
【０４０８】
　これに対して、上述のステップＳＰ３６で否定結果を得ると、このことは、モチカーソ
ルＣｓの向きが下向き（すなわちドラッグの終点が始点より下方）であることを意味する
。
【０４０９】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ３８に移り、表示させているモチカーソルＣｓ
の向き（下向き）と長さに応じた調整速度で、静止画像のズーム率を小さく（ズームアウ
ト）し、再びステップＳＰ３０に戻る。
【０４１０】
　また一方で、上述のステップＳＰ３０において肯定結果を得ると、このことは、ドラッ
グが終了したことを意味する。
【０４１１】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ３９に移り、静止画像のズーム率の調整を終了
し、モチカーソルＣｓを画面から消去させ、操作入力処理手順ＲＴ４を終了する。
【０４１２】
　このような操作入力処理手順ＲＴ４にしたがって、ＣＰＵ１１０は、ドラッグにともな
うモチカーソルＣｓによる操作入力に応じて、静止画像のパラメータであるズーム率の調
整を行うようになっている。
【０４１３】
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　つづけて、静止画像再生アプリで、輝度及び彩度の調整を行う場合の、操作入力処理手
順について、図２４に示すフローチャートを用いて説明する。
【０４１４】
　尚、図２４に示す操作入力処理手順ＲＴ５も、携帯端末１００のＣＰＵ１１０が、不揮
発性メモリ１１１に格納されている静止画像再生アプリのプログラムにしたがって実行す
る処理の手順である。
【０４１５】
　ＣＰＵ１１０は、輝度彩度パレット２２１を静止画像再生画面２２０上に引き出して表
示させると、この操作入力処理手順ＲＴ５を開始して、ステップＳＰ４０に移る。ステッ
プＳＰ４０においてＣＰＵ１１０は、タッチパネル１０２Ｂからの入力信号をもとに、タ
ッチパネル１０２Ｂに対するタッチ操作があるか否かを判別する。
【０４１６】
　このステップＳＰ４０においてＣＰＵ１１０は、肯定結果を得るまで待ち受け、肯定結
果を得ると、ステップＳＰ４１に移る。
【０４１７】
　ステップＳＰ４１においてＣＰＵ１１０は、このときのタッチ操作が、最初のタッチで
あるか否かを判別する。尚、最初のタッチとは、タッチパネル１０２に指を触れて離すま
での一連のタッチ操作の中で最初に触れた位置でのタッチである。
【０４１８】
　このステップＳＰ４１で否定結果を得ると、このときＣＰＵ１１０は、再びステップＳ
Ｐ４０に戻る。これに対して、このステップＳＰ４１で肯定結果を得ると、このときＣＰ
Ｕ１１０は、ステップＳＰ４２に移る。
【０４１９】
　ステップＳＰ４２においてＣＰＵ１１０は、最初にタッチされた位置が、輝度設定領域
２２１Ｌ内であるか否かを判別する。
【０４２０】
　このステップＳＰ４２で肯定結果を得ると、このことは、最初にタッチされた位置が、
輝度設定領域２２１Ｌ内であることを意味する。このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ
４３に移る。
【０４２１】
　ステップＳＰ４３においてＣＰＵ１１０は、タッチされた位置にモチカーソルＣｓを表
示させると共に、調整対象を輝度に設定して、再びステップＳＰ４０に戻る。
【０４２２】
　これに対して、上述のステップＳＰ４２で否定結果を得ると、このことは、最初にタッ
チされた位置が、輝度設定領域２２１Ｌ内ではないことを意味する。
【０４２３】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ４４に移り、最初にタッチされた位置が、彩度
設定領域２２１Ｒ内であるか否かを判別する。
【０４２４】
　このステップＳＰ４４で否定結果を得ると、このことは、最初にタッチされた位置が、
輝度設定領域２２１Ｌ内でも彩度設定領域２２１Ｒ内でもないことを意味する。このとき
、ＣＰＵ１１０は、再びステップＳＰ４０に戻る。
【０４２５】
　これに対して、上述のステップＳＰ４４で肯定結果を得ると、このことは、最初にタッ
チされた位置が、彩度設定領域２２１Ｒ内であることを意味する。このときＣＰＵ１１０
は、ステップＳＰ４５に移る。
【０４２６】
　ステップＳＰ４５においてＣＰＵ１１０は、タッチされた位置にモチカーソルＣｓを表
示させると共に、調整対象を彩度に設定して、再びステップＳＰ４０に戻る。
【０４２７】
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　また一方で、上述のステップＳＰ４１で否定結果を得ると、このことは、このときのタ
ッチ操作が、最初のタッチではないことを意味する。
【０４２８】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ４６に移り、このときのタッチ操作が縦方向へ
のドラッグであるか否かを判別する。
【０４２９】
　このステップＳＰ４６で否定結果を得ると、このことは、このときのタッチ操作が、最
初のタッチでもドラッグでもないことを意味する。このときＣＰＵ１１０は、再びステッ
プＳＰ４０に戻る。
【０４３０】
　これに対して、上述のステップＳＰ４６で肯定結果を得ると、このことは、このときの
タッチ操作が縦方向へのドラッグであることを意味する。このときＣＰＵ１１０は、ステ
ップＳＰ４７に移る。
【０４３１】
　ステップＳＰ４７においてＣＰＵ１１０は、既に調整対象が設定済みであるか否かを判
別する。
【０４３２】
　このステップＳＰ４７で否定結果を得ると、このことは、調整対象が未設定であること
、すなわち現在行われているドラッグが輝度設定領域２２１Ｌと彩度設定領域２２１Ｒの
外側で行われたタッチからのドラッグであることを意味する。このときＣＰＵ１１０は、
再びステップＳＰ４０に戻る。
【０４３３】
　これに対して、上述のステップＳＰ４７で肯定結果を得ると、このことは、既に調整対
象が設定済みであること、すなわち現在行われているドラッグが輝度設定領域２２１Ｌ内
又は彩度設定領域２２１Ｒ内で行われたタッチからのドラッグであることを意味する。
【０４３４】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ４８に移り、表示させているモチカーソルＣｓ
の向きが上向きであるか（すなわちドラッグの終点が始点より上方にあるか）否かを判別
する。
【０４３５】
　このステップＳＰ４８で否定結果を得ると、このことは、モチカーソルＣｓの向きが上
向き（すなわちドラッグの終点が始点より上方）であることを意味する。
【０４３６】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ４９に移り、表示させているモチカーソルＣｓ
の向き（上向き）と長さに応じた調整速度で、調整対象（輝度又は彩度）の値をアップさ
せて、再びステップＳＰ４０に戻る。
【０４３７】
　これに対して、上述のステップＳＰ４８で否定結果を得ると、このことは、モチカーソ
ルＣｓの向きが下向き（すなわちドラッグの終点が始点より下方）であることを意味する
。
【０４３８】
　このときＣＰＵ１１０は、ステップＳＰ５０に移り、表示させているモチカーソルＣｓ
の向き（下向き）と長さに応じた調整速度で、調整対象（輝度又は彩度）の値をダウンさ
せて、再びステップＳＰ４０に戻る。
【０４３９】
　このような操作入力処理手順ＲＴ５にしたがって、ＣＰＵ１１０は、ドラッグにともな
うモチカーソルＣｓによる操作入力に応じて、静止画像のパラメータである輝度及び彩度
の調整を行うようになっている。
【０４４０】
［２－５．第１の実施の形態の動作及び効果］
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　以上の構成において、携帯端末１００は、静止画像再生アプリにおいて、表示している
静止画像の任意の箇所が長押しされると、長押しされた位置に、円形のモチカーソルＣｓ
を表示する。
【０４４１】
　またこのとき携帯端末１００は、ドラッグによる操作入力を、静止画像のスクロールか
らズーム率の調整に切り換え、最初に長押しされた位置（すなわちドラッグの始点）を縦
方向の中心とする中央領域２２０Ｂを設定する。
【０４４２】
　そして携帯端末１００は、縦方向へのドラッグが行われると、これに応じて表示させて
いるモチカーソルＣｓを縦方向に引き伸ばす。
【０４４３】
　ここで携帯端末１００は、モチカーソルＣｓの終点（ドラッグの終点）が中央領域２２
０Ｂ内であれば、ドラッグされた分ズーム率を増減させる。
【０４４４】
　一方、携帯端末１００は、モチカーソルＣｓの終点が中央領域２２０Ｂ外であれば、モ
チカーソルＣｓの向きと長さ（ドラッグの始点終点方向と始点終点距離）に応じてズーム
率の調整速度（増減速度）を設定し、設定した調整速度でズーム率を増減させ続ける。
【０４４５】
　このように携帯端末１００は、ドラッグされた分ズーム率を増減させるのか又はドラッ
グに応じてズーム率の増減速度を設定してズーム率を増減させ続けるのかを、ドラッグの
終点が始点から所定の範囲内（中央領域２２０Ｂ内）であるか否かに応じて切り換える。
【０４４６】
　これにより携帯端末１００は、ドラッグされた分、ズーム率を増減させるようにすれば
、ユーザに、ズーム率を容易に調整させることができる。また携帯端末１００では、ドラ
ッグに応じてズーム率の調整速度を設定してズーム率を増減させ続けるようにすれば、ユ
ーザに、１回のドラッグでズーム率の調整範囲を限定することなく、ズーム率を調整させ
ることができる。
【０４４７】
　また携帯端末１００は、ユーザに、これらの切り換えを、ドラッグの終点を所定の範囲
（中央領域２２０）内に入れたり所定の範囲から出したりするだけで行わせることができ
るので、ズーム率を調整する操作であるドラッグの中で行わせることができる。
【０４４８】
　したがって携帯端末１００は、ユーザに、１回のドラッグで、ズーム率の調整範囲を限
定することなく、容易にズーム率を調整させることができる。
【０４４９】
　また上述したように携帯端末１００は、ドラッグの終点が中央領域２２０Ｂ内にあると
きはドラッグされた分ズーム率を増減させ、ドラッグの終点が中央領域２２０Ｂ外にある
ときはドラッグに応じてズーム率の増減速度を設定しズーム率を増減させ続ける。
【０４５０】
　これにより、携帯端末１００は、モチカーソルＣｓの長さが短いときはズーム率を微調
整させることができ、モチカーソルＣｓの長さが長いときはズーム率を大きく変化させる
ことができるので、ユーザに直感的に操作を行わせることができる。
【０４５１】
　以上の構成によれば、携帯端末１００は、ユーザに、１回のドラッグで、ズーム率の調
整範囲を限定することなく、容易に値を調整させることができる。すなわち、携帯端末１
００は、ユーザに、何度もドラッグを行わせることなく、容易にズーム率を所望のズーム
率に調整させることができ、かくして、ドラッグによる操作入力を行ううえで、従来と比
して一段と操作性を向上させることができる。
【０４５２】
＜３．第２の実施の形態＞
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　次に第２の実施の形態について説明する。この第２の実施の形態では、携帯端末１００
に、モチカーソルＣｓによる操作入力に対応するアプリとして、地図を表示するアプリ（
これを地図表示アプリとも呼ぶ）がインストールされるようになっている。
【０４５３】
　尚、携帯端末１００のハードウェア構成、モチカーソルＣｓによる操作入力の基本動作
については、第１の実施の形態と同様であるので、第１の実施の形態を参照とする。ゆえ
に、ここでは、地図表示アプリでのモチカーソルＣｓによる操作入力についてのみ説明す
る。
【０４５４】
［３－１．地図表示アプリでの操作入力例］
　携帯端末１００のＣＰＵ１１０は、タッチスクリーン１０２に地図表示アプリの起動に
対応するアイコンを表示させた状態で、このアイコンがタップされると、このタッチ操作
を、地図表示アプリを起動する操作入力として受け付ける。
【０４５５】
　そしてＣＰＵ１１０は、不揮発性メモリ１１１から、地図表示アプリのプログラムを読
み出して実行することで、地図表示アプリを起動する。
【０４５６】
　地図表示アプリを起動すると、ＣＰＵ１１０は、図２５に示す地図画面２３０をタッチ
スクリーン１０２に表示させる。尚、この地図画面２３０は、縦長の画面であり、縦向き
での使用を想定して、縦長のタッチスクリーン１０２の全面に表示されるようになってい
る。
【０４５７】
　この地図画面２３０は、画面の中央を中心とした矩形の領域でなる中央領域２３０Ａと
、中央領域２３０Ａの外側を囲む領域でなる外側領域２３０Ｂとにより、２分割されてい
る。ここで、中央領域２３０Ａの縦及び横の長さは、例えば、画面の縦及び横の長さの８
割程度の長さであるとする。地図画面２３０には、中央領域２３０Ａを示す枠Ｆｒ１（図
２６（Ａ））が表示されるようになっている。
【０４５８】
　またＣＰＵ１１０は、任意の地域（例えばユーザに予め設定された地域）の地図情報デ
ータを不揮発性メモリ１１０から読み出し、当該地図情報データをもとに地図画像を地図
画面２３０に表示させる。尚、地図画面２３０には、この地図画像の少なくとも一部分が
表示される。
【０４５９】
　この地図画面２３０では、ドラッグで、地図画像のスクロールを制御できるようになっ
ている。
【０４６０】
　実際、図２６（Ａ）に示すように、画面右上方向へのドラッグが行われたとする。する
とＣＰＵ１１０は、ドラッグの終点が画面の中央領域２３０Ａ内であるかどうかを判別す
る。
【０４６１】
　ここで、ドラッグの終点が中央領域２３０Ａ内であれば、ＣＰＵ１１０は、スクロール
モードを通常スクロールモードにして、このドラッグの方向と長さに応じて、地図画像の
スクロールを制御する。すなわち、このときＣＰＵ１１０は、一般的な、ドラッグによる
スクロール制御を行う。
【０４６２】
　具体的にＣＰＵ１１０は、ドラッグの方向と同一の方向に、ドラッグの長さに応じた分
だけ地図画像をスクロールさせる。図２６（Ａ）では、ドラッグの方向が画面右上方向で
あるので、ＣＰＵ１１０は、画面右上方向に、ドラッグの長さに応じた分だけ地図画像を
スクロールさせる。
【０４６３】
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　また、ドラッグが継続されて、図２６（Ｂ）に示すように、ドラッグの終点が中央領域
２３０Ａ外（すなわち外側領域２３０Ｂ内）に出たとする。
【０４６４】
　するとＣＰＵ１１０は、スクロールモードをモチスクロールモードに遷移させ、枠Ｆｒ
１を画面から消去させると共に、ドラッグの始点から終点へと伸びるモチカーソルＣｓを
画面上に表示させる。尚、このモチカーソルＣｓは、タッチスクリーン１０２から指が離
されてドラッグが終了するまで表示される。
【０４６５】
　モチカーソルＣｓを表示させると、ＣＰＵ１１０は、このモチカーソルＣｓの向きと長
さに応じて、地図画像のスクロールを制御する。
【０４６６】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きと同一の方向を、
地図画像のスクロール方向とする。さらにこのときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど
、スクロール速度の値を大きな値に設定する。
【０４６７】
　この結果、図２６（Ｂ）に示すように、画面右上方向へのドラッグによりモチカーソル
Ｃｓが右上に長く伸びていれば、地図画面２３０に表示される地図画像が、右上方向に高
速にスクロールすることになる。
【０４６８】
　このようなドラッグの後、指をタッチスクリーン１０２から離さず動かさなければ、モ
チカーソルＣｓが向きと長さを変えずに表示され続け、このときのスクロール速度（スク
ロール方向とスクロール速度の値）が維持される。
【０４６９】
　さらに、このようなドラッグの後、指が離されずにドラッグが継続され、図２６（Ｃ）
に示すように、モチカーソルＣｓの終点（すなわちドラッグの終点）が中央領域２３０Ａ
外から再び中央領域２３０Ａ内に戻ったとする。
【０４７０】
　この場合、ＣＰＵ１１０は、モチスクロールモードを継続し、引き続き、モチカーソル
Ｃｓの向きと長さに応じて、地図画像のスクロール速度を制御する。すなわちＣＰＵ１１
０は、いったんモチスクロールモードに遷移した後は、指が離されてドラッグが終了する
まで、ドラッグの終点の位置によらずモチスクロールモードを継続するようになっている
。
【０４７１】
　その後、ドラッグが終了すると、ＣＰＵ１１０は、地図画像のスクロールを終了し、伸
びていたモチカーソルＣｓを円形になるまで縮ませた後、このモチカーソルＣｓを画面か
ら消去させ、枠Ｆｒ１を再び表示させる。
【０４７２】
　以上のように、地図表示アプリでは、ドラッグが行われると、ドラッグの終点が中央領
域２３０Ａ外に出るまでは、通常スクロールモードにし、一般的なドラッグによるスクロ
ール制御を行う。
【０４７３】
　一方、地図表示アプリでは、ドラッグの終点が中央領域２３０Ａ外に出ると、モチスク
ロールモードに遷移し、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて地図画像のスクロール方
向とスクロール速度の値を制御する。
【０４７４】
　こうすることで、地図表示アプリでは、ドラッグの終点を中央領域２３０Ａ外に出すと
いった簡易な操作をユーザに行わせるだけで、一般的なドラッグによるスクロール制御か
らモチカーソルＣｓによるスクロール速度の制御へ遷移することができる。
【０４７５】
　したがってユーザは、ドラッグだけで、一般的なドラッグによるスクロール制御か、モ
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チカーソルＣｓによるスクロール速度の制御かを容易に選択することができる。
【０４７６】
＜４．他の実施の形態＞
［４－１．他の実施の形態１］
　尚、上述した第１の実施の形態では、動画像再生アプリにおいて、モチカーソルＣｓに
よる操作入力で、チャプタの再生速度の制御、チャプタとチャプタリストの切り換え（階
層の切り換え）、及び音量の調整速度の制御を行うようにした。
【０４７７】
　これに限らず、この他のアプリにおいて、モチカーソルＣｓによる操作入力で、各種コ
ンテンツの再生速度の制御、階層の切り換え、及び各種パラメータの調整速度の制御を行
うようにしてもよい。
【０４７８】
　例えば、楽曲再生アプリにおいて、モチカーソルＣｓによる操作入力で、楽曲（トラッ
ク）の再生速度の制御を行うようにしてもよい。
【０４７９】
　この場合、ＣＰＵ１１０は、例えば、トラックリストからトラックが選択されると、ト
ラックの関連情報（トラックのタイトル、ジャケット画像等）を画面に表示させると共に
、トラックを通常再生する。
【０４８０】
　その後、画面横方向へのドラッグが行われると、ＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じ
て横向きのモチカーソルＣｓを表示させ、このモチカーソルＣｓの向き（左又は右）と長
さに応じて、トラックの再生方向と再生速度の値を設定する。
【０４８１】
　またこのとき、モチカーソルＣｓの終点が、画面の左右両端に設けられた所定の領域に
入ったら、画面の表示内容をトラックの関連情報から上位階層のトラックリストに遷移さ
せるようにして、階層を切り換えるようにしてもよい。
【０４８２】
　こうすることで、楽曲再生アプリでも、動画像再生アプリと同様に、楽曲（トラック）
の再生速度の制御、及びトラックの関連情報から上位階層のトラックリストへの切り換え
を行うことができるようになる。
【０４８３】
　また、上述した第１の実施の形態では、楽曲再生アプリにおいて、モチカーソルＣｓに
よる操作入力で、トラックリストのスクロール速度を制御するようにした。
【０４８４】
　これに限らず、この他のアプリにおいて、モチカーソルＣｓによる操作入力で、各種表
示物（画像、テキスト、リストなど）のスクロール速度を制御するようにしてもよい。
【０４８５】
　例えば、Ｗｅｂブラウザにおいて、モチカーソルＣｓによる操作入力で、ページ画像の
スクロール速度を制御するようにしてもよい。
【０４８６】
　この場合、ＣＰＵ１１０は、例えば、Ｗｅｂブラウザの画面にページ画像を表示した状
態で、画面縦方向へのドラッグが行われると、このドラッグに応じて縦向きのモチカーソ
ルＣｓを表示する。そしてＣＰＵ１１０は、このモチカーソルＣｓの向き（上又は下）と
長さに応じて、ページ画像のスクロール方向とスクロール速度の値を設定する。
【０４８７】
　尚、スクロール方向は、１次元の方向（縦方向又は横方向）に限定されるものではなく
、地図、写真、拡大したドキュメント等、表示される範囲に対して全体が上下左右に拡が
る表示物に対しては、２次元の方向にスクロールさせることもできる。
【０４８８】
　ところで、表示物によっては、スクロール速度を制御して連続的にスクロールさせるよ
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りも、ある単位ごとに間欠的にスクロールさせたほうが、視覚的に確認し易くなる場合が
ある。
【０４８９】
　例えば、サムネイルのリストをスクロールさせる場合、１枚目のサムネイルを表示させ
て数秒待機したらこのサムネイルスクロールさせて次のサムネイルを表示するような間欠
的なスクロールの方が、サムネイル１枚１枚に対する視認性は向上する。
【０４９０】
　この場合、モチカーソルＣｓの長さに応じて、スクロール速度の値を設定するのではな
く、スクロールとスクロールの間の待機時間を設定するようにすればよい。
【０４９１】
　このようにすれば、モチカーソルＣｓの向きと長さで、間欠的なスクロールのスクロー
ル方向と待機時間とを制御できるようになる。
【０４９２】
　尚、連続的なスクロールを行うのか、間欠的なスクロールを行うのかは、ユーザに設定
させるようにしてもよいし、ＣＰＵ１１０が、表示物ごとに設定された設定情報をもとに
、自動で設定するようにしてもよい。
【０４９３】
　因みに、間欠的なスクロールが効果的な他の例としては、例えば、表示物がドキュメン
トである場合や、表示物がドキュメント＋図表である場合等がある。
【０４９４】
　実際、表示物がドキュメントである場合、例えば、行単位、センテンス単位、もしくは
検索された文字列を含んだページ単位で、間欠的にスクロールさせるようなことができる
。
【０４９５】
　また表示物がドキュメント＋図表である場合、例えば、図表を含んだページ単位で、間
欠的にスクロールさせるようなことができる。
【０４９６】
　さらに、アプリに限らず、ＯＳ等、各種ソフトウェアにおいて、モチカーソルＣｓによ
る操作入力で、表示物のスクロール速度の制御、階層の切り換え、各種パラメータの調整
速度の制御、待機時間の制御を行うようにしてもよい。因みに、ＯＳとは、Operating　S
ystemの略である。
【０４９７】
　例えば、ＯＳにおいて、モチカーソルＣｓによる操作入力で、フォルダのリストやファ
イルのリストのスクロール速度を制御するようにしてもよい。また、ファイルからフォル
ダへと階層を切り換えるようにしてもよい。さらに、例えば、画面の解像度の調整速度を
制御するようにしてもよい。さらに、例えば、画像のスライドショーの待機時間を制御す
るようにしてもよい。
【０４９８】
［４－２．他の実施の形態２］
　また、上述した第１の実施の形態では、モチカーソルＣｓの終点が中央領域２２０Ｂ内
にあるか否かに応じて、ドラッグされた分ズーム率を増減させるか、又はモチカーソルＣ
ｓの向きと長さに応じてズーム率の調整速度を設定するかを切り換えるようにした。
【０４９９】
　これに限らず、モチカーソルＣｓの終点がどこにあるかによらず、常に、モチカーソル
Ｃｓの向きと長さに応じて静止画像のズーム率の調整速度を設定し、設定した調整速度で
ズーム率を増減させ続けるようにしてもよい。
【０５００】
　また上述した実施の形態では、静止画像再生画面２２０の中心をズームの中心とするよ
うにしたが、これに限らず、静止画像の任意の箇所が所定時間タッチされ続けると（すな
わち長押しされると）、この位置をズームの中心として設定するようにしてもよい。
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【０５０１】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、図２７（Ａ）に示すように、静止画像の任意の箇所が長押
しされたとする。するとＣＰＵ１１０は、図２７（Ｂ）に示すように、静止画像の長押し
された位置に、この位置を中心とする円形のモチカーソルＣｓを表示させると共に、この
位置をズームの中心に設定する。またこの位置が、モチカーソルＣｓの始点ともなる。
【０５０２】
　その後、長押ししている指を離さずに、図２７（Ｃ）に示すように、画面縦方向へのド
ラッグが行われたとする。するとＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じて、モチカーソル
Ｃｓを、モチカーソルの始点からドラッグの方向に、モチカーソルＣｓの長さがドラッグ
の始点から終点への距離と等しくなるように引き伸ばす。
【０５０３】
　そして、ＣＰＵ１１０は、このときのモチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、静止画
像のズーム率（拡大率／縮小率）の調整速度を制御する。
【０５０４】
　またこれに限らず、図２８（Ａ）に示すように、静止画像の任意の箇所がタップ（触っ
て離す）されたら、この位置をズームの中心として設定するようにしてもよい。
【０５０５】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、静止画像の任意の箇所がタップされると、タップされた位
置に、この位置を中心とする円形のモチカーソルＣｓを表示させると共に、この位置をズ
ームの中心に設定する。またこの位置が、モチカーソルＣｓの始点ともなる。
【０５０６】
　その後、この円形のモチカーソルＣｓがタッチされ、画面縦方向へのドラッグが行われ
たとする。するとＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じて、モチカーソルＣｓを、モチカ
ーソルの始点からドラッグの方向に、モチカーソルＣｓの長さがドラッグの始点から終点
への距離と等しくなるように引き伸ばす。
【０５０７】
　そして、ＣＰＵ１１０は、このときのモチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、静止画
像のズーム率（拡大率／縮小率）の調整速度を制御する。
【０５０８】
　また、この場合、必ずしも、円形のモチカーソルＣｓをタッチしなくてもよく、モチカ
ーソルＣｓ以外の部分がタッチされてドラッグが行われた場合も、タッチしてドラッグが
行われた場合と同じようにズーム率の調整速度を制御することができる。
【０５０９】
　実際、図２８（Ｂ）及び（Ｃ）に示すように、円形のモチカーソルＣｓを表示させた状
態で、モチカーソルＣｓ以外の部分がタッチされ、画面縦方向へのドラッグが行われたと
する。この場合、ＣＰＵ１１０は、このドラッグに応じて、モチカーソルＣｓを、モチカ
ーソルの始点からドラッグの方向と平行な方向に、モチカーソルＣｓの長さがドラッグの
始点から終点への距離と等しくなるように引き伸ばす。
【０５１０】
　この結果、モチカーソルＣｓは、モチカーソルＣｓがタッチされてドラッグされたとき
と同じように引き伸ばされる。
【０５１１】
　そして、ＣＰＵ１１０は、このときのモチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、静止画
像のズーム率（拡大率／縮小率）の調整速度を制御する。
【０５１２】
　この結果、ズーム率の調整速度は、モチカーソルＣｓがタッチされたときと同様の調整
速度になる。
【０５１３】
　このようにすれば、厳密にモチカーソルＣｓをタッチしてからドラッグを行わなくても
よく、操作性を向上させることができる。このことは、特に、タッチスクリーン１０２が
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小さく、表示されるモチカーソルＣｓが小さい場合に、より効果的である。
【０５１４】
　その後、ドラッグが終了すると、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓを円形になるまで
縮ませて、ズーム率の調整を一時停止する。そして、再度、タップが行われると、モチカ
ーソルＣｓを画面から消去させると共に、ズームの中心をリセットして、ズーム率の調整
を終了する。
【０５１５】
　尚、タップに限らず、ダブルタップ（２回連続のタップ）等、この他種々の操作に応じ
て、モチカーソルＣｓを表示させるようにしてもよい。またこれに限らず、タッチ位置が
所定の閾値以上移動してタッチ操作がドラッグであるとＣＰＵ１１０が判別した時点でモ
チカーソルＣｓを表示させるようにしてもよい。またこのようなモチカーソルＣｓの表示
のさせ方については、アプリごとに変更するようにしてもよい。
【０５１６】
［４－３．他の実施の形態３］
　さらに上述した第１の実施の形態では、例えば、楽曲再生アプリにおいて、モチカーソ
ルＣｓによる操作入力で、トラックリストとアルバムリストという２つの階層の情報を切
り換えるようにした。
【０５１７】
　これに限らず、モチカーソルＣｓによる操作入力で、３つ以上の階層の情報を切り換え
を行うようにしてもよい。
【０５１８】
　ここで、例えば、楽曲ファイルが、最上位階層をアーティスト名、その下位階層をアル
バムのタイトル、最下位階層をトラックのタイトルとする３層の階層構造で管理されてい
るとする。
【０５１９】
　この場合、ＣＰＵ１１０は、例えば、まず最下位階層の情報であるトラックリストを、
トラック選択画面２１０に表示させる。ここで、画面縦方向のドラッグによりモチカーソ
ルＣｓの終点が、中央領域２１０Ｂ内から、上端領域２１０Ａ内又は下端領域２１０Ｃ内
に入ったとする。すると、ＣＰＵ１１０は、表示内容を、トラックリストから１つ上の階
層の情報であるアルバムリストに遷移させる。
【０５２０】
　その後、ドラッグが継続され、モチカーソルＣｓの長さが所定の閾値以下にまで縮んだ
とする。すると、ＣＰＵ１１０は、表示内容を、アルバムリストから１つ下の階層の情報
であるトラックリストに遷移させる。
【０５２１】
　これに対して、アルバムリストに切り換わった後、ドラッグが継続され、モチカーソル
Ｃｓの終点が一旦中央領域２１０Ｂ内に戻ってから、再び上端領域２１０Ａ内又は下端領
域２１０Ｃ内に入ったとする。すると、ＣＰＵ１１０は、表示内容を、アルバムリストか
ら１つ上の階層の情報であるアーティストリストに遷移させる。
【０５２２】
　その後、ドラッグが継続され、モチカーソルＣｓの長さが所定の閾値以下にまで縮んだ
とする。すると、ＣＰＵ１１０は、表示内容を、アーティストリストから１つ下の階層の
情報であるアルバムリストに遷移させる。
【０５２３】
　また、ドラッグが終了した場合、ＣＰＵ１１０は、現在の表示内容に関係なく、表示内
容を、最下位階層の情報であるトラックリストに遷移させる。
【０５２４】
　またこれに限らず、各種アプリにおいて、モチカーソルＣｓの終点が画面に設定された
所定の領域内に入ることに応じて、複数の階層の情報を順次切り換えるようにしてもよい
。
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【０５２５】
　また上述した第１の実施の形態では、動画像再生アプリにおいて、チャプタからチャプ
タリストへと階層の情報を切り換えるようにしたが、これに限らず、例えば、チャプタか
ら次のチャプタへのようにチャプタを切り換えるようにしてもよい。
【０５２６】
　すなわちＣＰＵ１１０は、画面横方向のドラッグによりモチカーソルＣｓの終点が、中
央領域２００Ｂ内から、右端領域２００Ｃ内に入ったとする。すると、ＣＰＵ１１０は、
表示内容を、現在表示させているチャプタの次のチャプタに変更させる。
【０５２７】
　一方で、画面横方向のドラッグによりモチカーソルＣｓの終点が、中央領域２００Ｂ内
から、左端領域２００Ａ内に入ったとする。すると、ＣＰＵ１１０は、表示内容を、現在
表示させているチャプタの１つ前のチャプタに変更させる。
【０５２８】
　その後、ドラッグが終了したら、ＣＰＵ１１０は、そのとき表示させているチャプタの
再生を通常再生に戻す。
【０５２９】
　またこれに限らず、各種アプリにおいて、モチカーソルＣｓの終点が画面に設定された
所定の領域内に入ることに応じて、表示させる情報を順次切り換えるようにしてもよい。
【０５３０】
　尚、この領域の位置及び大きさは限定するものではないが、動画像再生アプリであれば
、モチカーソルＣｓを横方向に伸ばすことでチャプタの再生速度を制御することから、モ
チカーソルＣｓを伸ばした延長線上に位置する左右の端部であることが望ましい。
【０５３１】
　また楽曲再生アプリでは、モチカーソルＣｓを縦方向に伸ばすことで、リストのスクロ
ールを制御することから、上下の端部であることが望ましい。
【０５３２】
［４－４．他の実施の形態４］
　さらに上述した第１の実施の形態では、静止画像再生画面２２０の下端に表示されてい
る輝度彩度パレット２２１の上端部分がタッチされ、画面上方向へのフリックが行われる
と、輝度彩度パレット２２１を画面上に引き出すようにした。
【０５３３】
　これに限らず、静止画像再生画面２２０に別途メニューなどを表示させ、このメニュー
の中から、輝度彩度設定が選択されたら、輝度彩度パレット２２１を画面上に表示させる
ようにしてもよい。また最初から、輝度彩度パレット２２１が画面上に表示されていても
よい。
【０５３４】
　また上述した実施の形態では、輝度彩度パレット２２１を、画面全体の下半分を占有す
る位置及び大きさで表示するようにした。
【０５３５】
　これに限らず、例えば、輝度彩度パレット２２１を、例えば、画面の下半分又は上半分
を占有する位置及び大きさで表示するようにしたり、画面を上下に二等分する中心線を含
んだ中央部分を占有する位置及び大きさで表示するようにしたりしてもよい。
【０５３６】
　またこのとき、ドラッグの始点が、輝度彩度パレット２２１で覆われていない箇所であ
れば、このドラッグに応じて、画面に表示している静止画像をスクロールさせるようにし
てもよい。
【０５３７】
　この場合、ＣＰＵ１１０は、このドラッグ（又はフリック）の方向と長さに応じて静止
画像のスクロールを制御する。
【０５３８】
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　このように、ドラッグの始点が、輝度彩度パレット２２１内であれば、輝度彩度の調整
、輝度彩度パレット２２１外の静止画像上であれば、静止画像のスクロールというように
、ドラッグの位置により、実行する処理を変えるようにしてもよい。
【０５３９】
　また上述した第１の実施の形態では、輝度を調整するための輝度設定領域２２１Ｌと、
彩度を調整するための彩度設定領域２２１Ｒからなる輝度彩度パレット２２１を表示する
ようにした。
【０５４０】
　これに限らず、例えば、輝度をアップさせるための輝度アップ領域と、輝度をダウンさ
せるための輝度ダウン領域からなる輝度パレット（図示せず）を表示するようにしてもよ
い。
【０５４１】
　この場合、ＣＰＵ１１０は、輝度アップ領域内を始点にして縦方向へのドラッグが行わ
れると、縦向きのモチカーソルＣｓを表示すると共に、このモチカーソルＣｓの長さに応
じた調整速度の値で、輝度を上げていく。
【０５４２】
　また、輝度ダウン領域内を始点にして縦方向へのドラッグが行われると、ＣＰＵ１１０
は、縦向きのモチカーソルＣｓを表示すると共に、このモチカーソルＣｓの長さに応じた
調整速度の値で、輝度を下げていく。
【０５４３】
　さらに、輝度や彩度に限らず、明度やシャープネス等、画質に関する各種パラメータに
対応する領域を設けて、最初のタッチ位置がどの領域内であるか否かに応じて、ドラッグ
により調整可能なパラメータを変更するようにしてもよい。
【０５４４】
［４－５．他の実施の形態５］
　また上述した第１及び第２の実施の形態では、操作デバイスとしてタッチスクリーン１
０２を有する携帯端末１００に本発明を適用するようにした。
【０５４５】
　これに限らず、この他種々の操作デバイスを有する情報処理装置に本発明を適用するよ
うにしてもよく、また適用することができる。
【０５４６】
　具体的には、マウス、ボタン付きのタッチパッド、ボタン付きのジョイスティック、押
込操作が可能なアナログスティック、カメラ等、ドラッグが可能な操作デバイスを有する
情報処理装置に本発明を適用することができる。
【０５４７】
　実際、マウスでドラッグを行う場合、ＣＰＵ１１０が、例えば、画面上にマウスの移動
に応じて移動するポインタを表示させる。その後、ユーザが、このポインタを所望の位置
に移動させ、マウスのボタンをクリックすることでドラッグの始点を指定する。ここで、
ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓを表示させる。そして、ユーザが、ボタンをクリック
したままマウスを動かしてドラッグの終点（すなわちモチカーソルＣｓの終点）を移動さ
せることでドラッグを行う。
【０５４８】
　また、ボタン付きのタッチパッドでドラッグを行う場合、ＣＰＵ１１０が、例えば、画
面上にタッチパッドに対するタッチ操作に応じて移動するポインタを表示させる。その後
、ユーザが、このポインタを所望の位置に移動させ、タッチパッドのボタンを押下するこ
とでドラッグの始点を指定する。ここで、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓを表示させ
る。そして、ユーザが、ボタンを押下したままタッチ位置を動かしてドラッグの終点（す
なわちモチカーソルＣｓの終点）を移動させることでドラッグを行う。
【０５４９】
　さらに、ジョイスティックでドラッグを行う場合、ＣＰＵ１１０が、例えば、画面上に



(49) JP 2012-33061 A 2012.2.16

10

20

30

40

50

ジョイスティックの傾きに応じて移動するポインタを表示させる。その後、ユーザが、こ
のポインタを所望の位置に移動させ、ジョイスティックのボタンを押下することでドラッ
グの始点を指定する。ここで、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓを表示させる。そして
、ユーザが、ボタンを押下したままジョイスティックを傾けてドラッグの終点（すなわち
モチカーソルＣｓの終点）を移動させることでドラッグを行う。
【０５５０】
　さらに、アナログスティックでドラッグを行う場合、ＣＰＵ１１０が、例えば、画面上
にアナログスティックの傾きに応じて移動するポインタを表示させる。その後、ユーザが
、このポインタを所望の位置に移動させ、アナログスティックを押し込んでドラッグの始
点を指定する。ここで、ＣＰＵ１１０が、モチカーソルＣｓを表示させる。そして、ユー
ザが、アナログスティックを押し込んだままアナログスティックを傾けてドラッグの終点
（すなわちモチカーソルＣｓの終点）を移動させることでドラッグを行う。
【０５５１】
　さらに、カメラでドラッグを行う場合、ＣＰＵ１１０が、例えば、カメラで撮影した画
像をもとに指の動きを認識して、画面上にこの指の動きに応じて移動するポインタを表示
させる。その後、ユーザが、このポインタを所望の位置に移動させ、所定のジェスチャ（
例えば指で円を描くジェスチャ）を行うことでドラッグの始点を指定する。ここで、ＣＰ
Ｕ１１０が、モチカーソルＣｓを表示させる。そして、ユーザが、さらに指を移動させて
ドラッグの終点（すなわちモチカーソルＣｓの終点）を移動させることでドラッグを行う
。
【０５５２】
　尚、上述した操作は、一例であり、要は、ドラッグの始点と終点とを指定する操作であ
ればよい。
【０５５３】
　また、タッチスクリーン１０２以外のこれらの操作デバイスを有する情報処理装置であ
れば、操作デバイスと表示デバイスとが別々に設けられていてもよいし、外部の表示デバ
イスと接続されるようになっていてもよい。
【０５５４】
［４－６．他の実施の形態６］
　さらに、上述した第１の実施の形態では、ドラッグに応じて、モチカーソルＣｓを表示
するようにした。
【０５５５】
　ここで、モチカーソルＣｓと共に、このモチカーソルＣｓによる操作入力に応じて現在
どのような処理を行っているのかを示す処理情報を画面上に表示するようにしてもよい。
【０５５６】
　例えば、モチカーソルＣｓによる操作入力に応じて、動画像を任意の再生速度で再生し
ているときに、ＣＰＵ１１０が、画面上にこのときの再生方向を示す例えば「早送り」や
「巻き戻し」などの文字を表示させるようにする。また、再生方向と再生速度の値を直接
的に示す例えば「２．０ｘ」や「－１．５ｘ」などの文字や、間接的に示す例えば「＞＞
」や「＜＜＜」などの図形を表示させるようにしてもよい。
【０５５７】
　こうすることで、現在、モチカーソルＣｓによる操作入力に応じてどのような処理を行
っているのかを、ユーザに容易に確認させることができる。
【０５５８】
　また、再生速度の値が最大値に達したら、モチカーソルＣｓをそれ以上伸びないように
するなどしてもよい。またこのとき、モチカーソルＣｓを点滅表示させたり、上述した、
再生方向と再生速度の値を示す情報（「２．０ｘ」、「＞＞」等）を点滅表示させたりし
てもよい。
【０５５９】
　すなわち、再生速度の値が最大値に達したことがユーザにわかるように、モチカーソル
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Ｃｓや再生速度の値を示す情報の表示形態を変えるようにしてもよい。
【０５６０】
［４－７．他の実施の形態７］
　さらに、上述した第１の実施の形態では、楽曲再生アプリにおいて、ＣＰＵ１１０が、
アルバムリストに遷移させた後、モチカーソルＣｓの長さが所定の閾値以下になると、ア
ルバムリストからトラックリストに戻るようにした。
【０５６１】
　ここで、この動作を、動画像再生アプリに適用してもよい。すなわち、動画像再生アプ
リにおいて、ＣＰＵ１１０が、チャプタリストに遷移させた後、モチカーソルＣｓの長さ
が所定の閾値以下になると、チャプタリストからチャプタに戻るようにしてもよい。
【０５６２】
［４－８．他の実施の形態８］
　さらに、上述した第１の実施の形態では、モチカーソルＣｓの向きと長さに応じて、動
画像の再生方向と再生速度の値を制御するようにした。
【０５６３】
　これに限らず、再生方向を固定にして、モチカーソルＣｓの向きに依らず長さのみに応
じて、動画像の再生速度の値のみを制御するようにしてもよい。
【０５６４】
　また、動画像の再生速度の値を固定にして、モチカーソルＣｓの長さに依らず向きのみ
に応じて、動画像の再生方向のみを制御するようにしてもよい。
【０５６５】
　さらに、トラックリストのスクロール方向を固定にして、モチカーソルＣｓの向きに依
らず長さのみに応じて、トラックリストのスクロール速度の値のみを制御するようにして
もよい。
【０５６６】
　さらに、トラックリストのスクロール速度の値を固定にして、モチカーソルＣｓの長さ
に依らず向きのみに応じて、トラックリストのスクロール方向のみを制御するようにして
もよい。
【０５６７】
　さらに、音量の調整速度の値を固定にして、モチカーソルＣｓの長さに依らず向きのみ
に応じて、音量の調整方向のみを制御するようにしてもよい。
【０５６８】
　また、コンテンツの再生、表示内容の切り換え、リストのスクロール、パラメータの調
整に限らず、この他、種々の処理を、モチカーソルＣｓによる操作入力で実行するように
してもよい。
【０５６９】
［４－９．他の実施の形態９］
　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、携帯端末１００に、液晶パネル１０
２Ａと静電容量式のタッチパネル１０２Ｂとで構成されるタッチスクリーン１０２を設け
るようにした。
【０５７０】
　これに限らず、タッチスクリーン１０２の代わりに、タッチパネル機能を内蔵する液晶
ディスプレイを携帯端末１００に設けるようにしてもよい。
【０５７１】
　さらに液晶パネル１０２Ａについても、ＥＬ（Electroluminescence　display）ディス
プレイ等、この他種々のディスプレイ用いるようにしてもよい。
【０５７２】
［４－１０．他の実施の形態１０］
　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、モチカーソルＣｓの形状を、始点Ｃ
１側から終点Ｃ２側に向かうにつれて太くなる形状とした。
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【０５７３】
　これに限らず、少なくともドラッグの始点と終点とを結ぶ形状であれば、モチカーソル
Ｃｓの形状は、この他種々の形状であってもよい。またモチカーソルＣｓの大きさについ
ても、種々の大きさであってよい。
【０５７４】
［４－１１．他の実施の形態１１］
　さらに、上述した第１の実施の形態では、静止画像のズーム率を増減させるドラッグに
おいて、ドラッグされた分ズーム率を増減させるか、又はドラッグされた分ズーム率の増
減速度を設定してズーム率を増減させ続けるのかを切り換えるようにした。
【０５７５】
　これに限らず、この他各種パラメータを増減させるドラッグにおいて、ドラッグされた
分パラメータを増減させるか、又はドラッグに応じてパラメータの増減速度を設定してパ
ラメータを増減させ続けるのかを切り換えるようにしてもよい。
【０５７６】
　またこれに限らず、この他各種処理に関する値を変化させるドラッグにおいて、ドラッ
グされた分当該値を変化させるのか又はドラッグに応じて当該値の変化速度を設定して当
該値を変化させ続けるのかを切り換えるようにしてもよい。
【０５７７】
　例えば、コンテンツ（動画像、楽曲など）の再生位置を移動させるドラッグにおいて、
ドラッグされた分再生位置を移動させるのか又はドラッグに応じて再生位置の移動速度を
設定して再生位置を移動し続けるのかを切り換えるようにしてもよい。
【０５７８】
　この場合、例えば、動画像再生アプリにおいて、タッチスクリーン１０２に動画像が一
時停止された状態で表示されているとする。ＣＰＵ１１０は、画面横方向へのドラッグが
行われると、このドラッグに応じたモチカーソルＣｓを表示させる。これと共にＣＰＵ１
１０は、ドラッグの始点を横方向の中心とし横方向に所定の長さでなる中央領域（図示せ
ず）を設定し、当該中央領域内にモチカーソルＣｓの終点（ドラッグの終点）があるか否
かを判別する。
【０５７９】
　このとき、モチカーソルＣｓの終点が中央領域内であれば、ＣＰＵ１１０は、ドラッグ
された分、動画像の再生位置を移動させる。
【０５８０】
　具体的にＣＰＵ１１０は、ドラッグの方向が画面右方向であれば、ドラッグの終点の横
方向における位置の変化に応じて再生位置を順方向に移動させる（すなわちドラッグに応
じてコマ送りする）。一方ＣＰＵ１１０は、ドラッグの方向が画面左方向であれば、ドラ
ッグの終点の横方向における位置の変化に応じて再生位置を逆方向に移動させる（すなわ
ちドラッグに応じてコマ戻しする）。尚このときＣＰＵ１１０は、ドラッグの長さが長い
ほど再生位置の移動量を大きくする。
【０５８１】
　また、モチカーソルＣｓの終点が中央領域外であれば、ＣＰＵ１１０は、モチカーソル
Ｃｓの向きと長さとに応じて動画像の再生位置の移動速度（すなわち再生速度）を設定し
、当該移動速度で再生位置を移動し続ける。
【０５８２】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きが右向きであれば、再生速度の符
号を＋にして、再生方向を順方向とする。また一方で、表示させているモチカーソルＣｓ
の向きが左向きであれば、再生速度の符号を－にして、再生方向を逆方向とする。さらに
このときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど、再生速度の値を大きな値に設定する。
【０５８３】
　このようにＣＰＵ１１０は、ドラッグの終点が中央領域内にあるか否かにより、ドラッ
グされた分再生位置を移動させるのか又はドラッグに応じて再生位置の移動速度（再生速
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度）を設定して再生位置を移動し続けるのかを切り換える。
【０５８４】
　また例えば、各種表示物（画像、テキスト、リストなど）の表示位置を移動させるドラ
ッグにおいて、ドラッグされた分表示位置を移動させるのか又はドラッグに応じて表示位
置の移動速度を設定して表示位置を移動させ続けるのかを切り換えてもよい。
【０５８５】
　この場合、例えば、楽曲再生アプリにおいて、タッチスクリーン１０２に楽曲のタイト
ルが縦一列に並べられたトラックリストが表示されているとする。
【０５８６】
　ＣＰＵ１１０は、画面縦方向へのドラッグが行われると、このドラッグに応じたモチカ
ーソルＣｓを表示させる。これと共にＣＰＵ１１０は、ドラッグの始点を縦方向の中心と
し縦方向に所定の長さでなる中央領域（図示せず）を設定し、当該中央領域内にモチカー
ソルＣｓの終点（ドラッグの終点）があるか否かを判別する。
【０５８７】
　このとき、モチカーソルＣｓの終点が中央領域内であれば、ＣＰＵ１１０は、ドラッグ
された分、トラックリストのタイトルの表示位置を移動させる（すなわちトラックリスト
をスクロールさせる）。
【０５８８】
　具体的にＣＰＵ１１０は、ドラッグの方向が画面上方向であれば、タイトルの移動方向
を下方向（スクロール方向を上方向）とし、ドラッグの終点の縦方向における位置の変化
に応じて、タイトルの表示位置を移動させる（トラックリストをスクロールさせる）。一
方ＣＰＵ１１０は、ドラッグの方向が画面下方向であれば、タイトルの移動方向を上方向
（スクロール方向を下方向）とし、ドラッグの終点の縦方向の位置の変化に応じてタイト
ルの表示位置を移動させる（トラックリストをスクロールさせる）。すなわちＣＰＵ１１
０は、一般的な、ドラッグによるスクロール制御を行う。
【０５８９】
　また、モチカーソルＣｓの終点が中央領域外であれば、ＣＰＵ１１０は、モチカーソル
Ｃｓの向きと長さとに応じてタイトルの表示位置の移動速度（スクロール速度）を設定し
、当該移動速度でタイトルの表示位置を移動（スクロール）させ続ける。
【０５９０】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、モチカーソルＣｓの向きが上向きであれば、トラックリス
トのスクロール速度の符号を＋として、スクロール方向を上方向（すなわちタイトルが下
に移動する方向）とする。また一方で、モチカーソルＣｓの向きが下向きであれば、トラ
ックリストのスクロール速度の符号を－として、スクロール方向を下方向（すなわちタイ
トルが上に移動する方向）とする。さらにこのときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど
、スクロール速度の値を大きな値に設定する。
【０５９１】
　このようにＣＰＵ１１０は、ドラッグの終点が中央領域内にあるか否かにより、ドラッ
グされた分表示位置を移動させるのか、又はドラッグに応じて表示位置の移動速度（スク
ロール速度）を設定して表示位置を移動させ続けるのかを切り換える。
【０５９２】
［４－１２．他の実施の形態１２］
　さらに、上述した第１の実施の形態では、ドラッグに応じた静止画像のズーム率の増減
のさせ方を、ドラッグの始点を縦方向の中心として設定した領域（中央領域２２０Ｂ）内
にドラッグの終点があるか否かに応じて切り換えるようにした。
【０５９３】
　これに限らず、ドラッグの始点から所定の範囲であれば、種々の範囲を設定して、当該
範囲内にドラッグの終点があるか否かに応じて、ドラッグに応じた静止画像のズーム率の
増減のさせ方を切り換えるようにしてもよい。
【０５９４】
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　ＣＰＵ１１０は、例えば、ドラッグの始点から所定距離である円形の範囲内にドラッグ
の終点があるときは、ドラッグされた分ズーム率を増減させるようにしてもよい。そして
、ＣＰＵ１１０は、ドラッグの始点から所定距離である円形の範囲外にドラッグの終点が
あるときは、ドラッグされた分ズーム率を増減させるか又はドラッグに応じてズーム率の
増減速度を設定してズーム率を増減させ続けるようにしてもよい。
【０５９５】
　またこれに限らず、この他ドラッグの始点に対する終点の位置に応じて、ドラッグに応
じた静止画像のズーム率の増減のさせ方を切り換えるようにしてもよい。
【０５９６】
　例えば、ドラッグに応じた静止画像のズーム率の増減のさせ方を、ドラッグの始点終点
方向が画面縦方向か画面横方向かに応じて切り換えるようにしてもよい。
【０５９７】
　この場合、ＣＰＵ１１０は、例えば、ドラッグの始点終点方向が画面縦方向（すなわち
画面上方向又は画面下方向）のときは、ドラッグに応じてズーム率の増減速度を設定して
当該増減速度でズーム率を増減させ続けるようにする。一方ＣＰＵ１１０は、ドラッグの
始点終点方向が画面横方向（すなわち画面右方向又は画面左方向）のときは、ドラッグさ
れた分ズーム率を増減させるようにする。
【０５９８】
［４－１３．他の実施の形態１３］
　さらに、上述した第１の実施の形態では、静止画像の任意の箇所が長押しされると、長
押しされた位置を縦方向の中心とする中央領域２２０Ｂを設定するとともに、中央領域２
２０Ｂの範囲を示すズームインジケータＺｉを表示させるようにした。
【０５９９】
　これに限らず、中央領域２２０Ｂの範囲を示すズームインジケータＺｉを表示させない
ようにしてもよい。
【０６００】
［４－１４．他の実施の形態１４］
　さらに、上述した第２の実施の形態では、地図表示アプリにおいて、ドラッグの終点が
中央領域２３０Ａ外に出ると、モチスクロールモードに遷移し、モチカーソルＣｓによる
操作入力で地図画像のスクロール速度の制御を行うようにした。
【０６０１】
　これに限らず、地図表示アプリにおいて、ドラッグの終点の位置によらず、ドラッグが
行われると常にモチスクロールモードとし、モチカーソルＣｓによる操作入力で地図画像
のスクロール速度の制御を行うようにしてもよい。
【０６０２】
　この場合、ＣＰＵ１１０は、図２９に示すように、ドラッグが行われると、ドラッグに
応じてモチカーソルＣｓを表示させる。そしてＣＰＵ１１０は、表示させているモチカー
ソルＣｓの向きと同一の方向を、地図画像のスクロール方向とし、このときのモチカーソ
ルＣｓの長さが長いほど、スクロール速度の値を大きな値に設定する。
【０６０３】
　またこれに限らず、地図表示アプリにおいて、ドラッグの始点が画面の所定領域内にあ
るか否かに応じて、通常スクロールモードとモチスクロールモードとを切り換えるように
してもよい。
【０６０４】
　この場合、図３０（Ａ）に示すように、地図画面２３０には、例えば、指から少しはみ
出る大きさの矩形の領域でなる中央領域２３０Ｃが画面の中央に設定される。ＣＰＵ１１
０は、地図表示アプリを起動すると、地図画面２３０に地図画像を表示させると共に、中
央領域２３０Ｃを示す枠Ｆｒ２を表示させる。
【０６０５】
　そして、ドラッグが行われると、ＣＰＵ１１０は、ドラッグの始点が画面の中央領域２
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３０Ｃ内であるかどうかを判別する。
【０６０６】
　ここで、図３０（Ｂ）に示すように、ドラッグの始点が中央領域２３０Ｃ外であれば、
ＣＰＵ１１０は、スクロールモードを通常スクロールモードにし、枠Ｆｒ２を画面から消
去させる。
【０６０７】
　そしてＣＰＵ１１０は、このドラッグの方向と長さに応じて、地図画像のスクロールを
制御する。具体的にＣＰＵ１１０は、ドラッグの方向と反対の方向に、ドラッグの長さに
応じた分だけ地図画像をスクロールさせる。
【０６０８】
　一方、図３０（Ｃ）に示すように、ドラッグの始点が中央領域２３０Ｃ内であれば、Ｃ
ＰＵ１１０は、スクロールモードをモチスクロールモードにする。このときＣＰＵ１１０
は、枠Ｆｒ２を画面から消去させると共に、ドラッグの始点から終点へと伸びるモチカー
ソルＣｓを画面上に表示させる。
【０６０９】
　モチカーソルＣｓを表示させると、ＣＰＵ１１０は、このモチカーソルＣｓの向きと長
さに応じて、地図画像のスクロールを制御する。
【０６１０】
　具体的に、ＣＰＵ１１０は、表示させているモチカーソルＣｓの向きと反対の方向を、
地図画像のスクロール方向とする。さらにこのときのモチカーソルＣｓの長さが長いほど
、スクロール速度の値を大きな値に設定する。
【０６１１】
　ドラッグが終了すると、ＣＰＵ１１０は、地図画像のスクロールを終了し、モチカーソ
ルＣｓを表示させていた場合はモチカーソルＣｓを画面から消去させ、枠Ｆｒ２を再び表
示させる。
【０６１２】
　このように、ＣＰＵ１１０は、ドラッグの始点が中央領域２３０Ｃ外のときは、一般的
なドラッグによるスクロール制御を行い、ドラッグの始点が中央領域２３０Ｃ内のときは
、モチカーソルＣｓによるスクロール速度の制御を行う。
【０６１３】
　これにより、携帯端末１００は、ユーザに、ドラッグの始点を変えるという簡易な操作
を行わせるだけで、一般的なドラッグによるスクロール制御か、モチカーソルＣｓによる
スクロール速度の制御かを容易に選択させることができる。
【０６１４】
［４－１５．他の実施の形態１５］
　さらに、上述した第１の実施の形態では、楽曲再生アプリにおいて、トラックリストの
スクロール方向をモチカーソルＣｓの向きと反対方向とするようにした。
【０６１５】
　これに限らず、楽曲再生アプリにおいて、トラックリストのスクロール方向をモチカー
ソルＣｓの向きと同じ方向とするようにしてもよい。
【０６１６】
　またこれに限らず、この他のアプリにおいて、スクロール方向をモチカーソルＣｓの向
きと同じ方向とするようにしてもよいし、スクロール方向をモチカーソルＣｓの向きと反
対の方向とするようにしてもよい。要は、スクロール方向をモチカーソルＣｓの向きと同
じ方向とするか反対の方向とするかは、各アプリにおいて適宜設定すればよい。
【０６１７】
［４－１６．他の実施の形態１６］
　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、情報処理装置としての携帯端末１０
０に、操作部及び表示部としてのタッチスクリーン１０２と、制御部としてのＣＰＵ１１
０を設けるようにした。
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【０６１８】
　本発明はこれに限らず、同様の機能を有するのであれば、上述した携帯端末１００の各
機能部（操作部、制御部、表示部）を、他の種々のハードウェアにより構成するようにし
てもよい。
【０６１９】
［４－１７．他の実施の形態１７］
　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、各種処理を実行するためのプログラ
ムを、携帯端末１００の不揮発性メモリ１１１に書き込んでおくようにした。
【０６２０】
　これに限らず、例えば、携帯端末１００にメモリカードなどの記憶媒体のスロットを設
け、ＣＰＵ１１０が、このスロットに差し込まれた記憶媒体からプログラムを読み出して
実行するようにしてもよい。またＣＰＵ１１０が、この記憶媒体から読み出したプログラ
ムを、不揮発性メモリ１１１にインストールするようにしてもよい。さらにＣＰＵ１１０
が、このプログラムを、ネットワークインタフェース１１３を介して、ネットワーク上の
機器からダウンロードして、不揮発性メモリ１１１にインストールするようにしてもよい
。
【０６２１】
［４－１８．他の実施の形態１８］
　さらに、本発明は、上述した第１及び第２の実施の形態と他の実施の形態とに限定され
るものではない。すなわち本発明は、上述した第１及び第２の実施の形態と他の実施の形
態の一部または全部を任意に組み合わせた形態、もしくは一部を抽出した形態にもその適
用範囲が及ぶものである。
【産業上の利用可能性】
【０６２２】
　本発明は、ドラッグによる操作入力が可能な情報処理装置等で広く利用することができ
る。
【符号の説明】
【０６２３】
　１……情報処理装置、２……操作部、３……制御部、４……表示部、１００……携帯端
末、１０１……筐体、１０２……タッチスクリーン、１０２Ａ……液晶パネル、１０２Ｂ
……タッチパネル、１１０……ＣＰＵ。
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